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overlapped and personal relationships became closer, the complexity of family groups deepened,
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はじめに

筆者は，近著において奈良県吉野郡下市の林業家永田家と大阪の逸身家，大阪府貝塚の廣海家な

どとの姻戚関係について検討し，永田家と姻戚関係にあった近世来の両替商の逸身家が，リスクの

ある初期の尼崎紡績の経営に積極的に関与できた背景には，永田家など大阪周辺部の資産家との姻

戚関係による支えがあったことを論じた。
（1）

そして，たとえ経営破綻しても親族に生活を支えてもら

える，あるいは家業の多角化を，出資や経営参加の面で支えてもらえるという，姻戚関係の持つセー

フティネットが，ややリスクの大きな企業勃興期の企業家活動に，両替商を含めて大阪商家が積極

的に参画できた理由とも言えると位置付けた。
（2）

そして，近世後期の大坂が，物資集散市場としての

地位が低下して，人口も減少した一方で，近代以降の大阪で近代的綿紡績会社が多数設立され，日

本の工業化の中心となったのは，物資集散市場としての地位が低下し，金融決済市場の重要性が残

り続けたなかで，大坂の両替商の経済的地位が維持されて近代以降に企業家活動を行ったことに加

えて，大阪周辺地域の商人が近代期に大阪へ進出し，それらを大阪周辺地域の資産家が資金面で支

えたことが大きかったとした。
（3）

上記の見方は，永田家と廣海家と逸身家との姻戚関係から析出した結論であり，それを他の事例

も含めて敷衍する必要がある。そこで，本稿では，近世来の大阪商人，近代期に大阪へ進出した新興

商人，大阪周辺地域の事業家の三者の相互連関の視点から関西地域の工業化・産業化を論じる。そ

して，その際，大阪商人間，あるいは大阪周辺地域の事業家と大阪商人が結んだ姻戚関係に着目す

る。ここでの事業家は，家業を継続して経営しつつ，株式投資なども行って多面的に地域経済に貢

献している資産家を想定している。
（4）

なお，本稿では，それらの親族（血縁・姻戚）関係を 3つのレベルに位置付けて検討する。すな

わち，親族関係の第一のタイプが，家族史などの研究で取り上げられることの多い「同族団」であ

る。
（5）

本家・分家関係を基軸に同じ姓を受け継ぐ親族関係で，上述の永田家・廣海家・逸身家に即

して示すと，近代期の永田家同族団は，永田本家（藤兵衛家）と永田家 12代当主時代の分家永田藤

（1） 中西聡「永田家の消費生活と姻戚関係」，中西聡「総括と展望」（いずれも中西聡編著『近代吉野林
業と地域社会 廣瀬屋永田家の事業展開』日本経済評論社，2024年所収）。

（2） 中西聡「林業資産家と近代日本資本主義」（同上所収）3頁を参照。
（3） 前掲中西聡「総括と展望」393頁を参照。
（4） 事業家の概念については，中西聡・井奥成彦編著『近代日本の地方事業家 萬三商店小栗家と地

域の工業化』日本経済評論社，2015年を参照。
（5） 近年，同族団の歴史的意義について，長谷部弘らの共同研究が積極的に論じている（長谷部弘・高

橋基泰・山内太編『近世日本における市場経済化と共同性 近世上田領上塩尻村の総合研究 II』刀
水書房，2022年）。
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一家・永田慶次郎家，永田家 13代当主時代の分家永田郁三家，永田家 14代当主時代の分家永田龍

之助家などから構成されたと考える。
（6）

廣海家の場合は，廣海本家（惣太郎家）と 3代当主時代の分

家廣海益十郎家，4代当主時代の分家廣海格蔵家などが近代期の廣海家同族団を構成し，
（7）

逸身家の

場合は，逸身佐兵衛家と 4代佐兵衛時代の分家佐一郎家，そして 4代佐兵衛の息子ながら正妻の子

でなかったために福本の姓を名乗った福本元之助家などが近代期の逸身家同族団を構成したと考え

る。
（8）

そして，本家・分家ではないものの，婚姻が二重に行われたり，世代を跨いで重ねて婚姻が結ばれ

ることにより，姻戚関係が密になった複数の家を第二のタイプとして「家連合」と位置付ける。す

なわち，永田家と逸身家は，12代永田家当主の 2名の娘が 4代逸身家当主の 2名の息子とそれぞれ

結婚しており，永田家と廣海家は，12代永田家当主の娘が 4代廣海家当主と結婚するとともに，4

代廣海家当主の妹が 13代永田家当主の弟と結婚したことにより，永田家を介して，4代逸身家当主

の 2名の息子が 3代廣海家当主の息子と娘とそれぞれ義理の兄弟（姉妹）となった。その意味で，近

代期の永田家・廣海家・逸身家は「家連合」を形成したと考える。
（9）

同様に，12代永田家当主の弟が

養子に入って 7代当主を継承した安田家からは，7代当主の娘が永田家 13代当主と結婚し，安田家

7代当主の息子が大阪の銀行家の川上家から嫁を迎えたが，永田家 14代当主はその川上家から妻を

迎えたため，永田家と安田家と川上家は世代を跨いで姻戚関係となり，その意味で，近代期の永田

家・安田家・川上家も「家連合」を形成したと言える。
（10）

廣海家の場合も，3代当主は大阪府富田林

の田守家から妻を迎え，3代廣海家当主の娘が 14代田守家当主の妻となり，また，14代田守家当

主の姉が兵庫県尼崎の本咲家当主の妻となったが，その娘が 4代廣海家当主の息子の妻になったの

で，廣海家と田守家と本咲家も世代を跨いで姻戚関係となり，近代期の廣海家・田守家・本咲家も

「家連合」を形成したと言える。
（11）

それ以外の，1回限りで複合的な関係性を持たない姻戚関係を第三のタイプとして，本稿では，そ

れらの親族関係のなかで，「同族団」や「家連合」において経営危機に陥った際のセーフティネット

機能が働いたことを，大阪商人の事例に即して検討を進める。さて，明治期の大阪の人々が大阪商

人をどのように見ていたかを，表 1をもとに概観する。表 1は，1890年代の大阪で販売されていた

商業新聞「商業資料」の 1896年 1月 10日版に掲載された見立て番付の内容を示したものである。

（6） 前掲中西聡編著『近代吉野林業と地域社会』巻頭系図を参照。
（7） 廣海家については，石井寛治・中西聡編著『産業化と商家経営 米穀肥料商廣海家の近世・近代』

名古屋大学出版会，2006年を参照。
（8） 逸身家については，逸身喜一郎「四代佐兵衛 評伝」（逸身喜一郎・吉田伸之編『両替商 銭屋佐兵

衛』第 1巻，東京大学出版会，2014年）を参照。
（9） 前掲中西聡編著『近代吉野林業と地域社会』巻頭系図を参照。
（10）同上を参照。
（11）同上を参照。
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表 1 大阪商人出世見立番付

先代より相続したる旧家 一代で仕上げたる身生

氏名 継承 備考，創設会社・家業会社 氏名 継承 備考，創設会社・家業会社

鴻池善右衛門 善右衛門 元禄年間摂津伊丹在の酒造家出身 松本重太郎 松蔵 丹波出身，外国人と羅紗取引
殿村恵津 平右衛門 正徳年間播磨島下郡上殿村出身（米平）磯野小右衛門 良吉 長門出身，米相場，大阪窯業
住友吉左衛門 吉左衛門 泉屋，別子銅山，住友銀行 岡橋治助 治助・明二 大和出身，木綿商，岡橋（株）
平瀬亀之助 千艸屋，旧大名貸，第三十二国立銀行 廣瀬宰平 満正 住友家顧問，姉は伊庭貞剛の母
廣岡久右衛門 久右衛門 加島屋，旧大名貸，加島銀行，大同生命 芝川又右衛門 又四郎 唐反物売買，芝川漆器
和田久左衛門 久左衛門 辰己屋，旧大名貸，市岡新田，炭商 外山修造 捨造 官途の出身，日本銀行
石崎喜兵衛 喜四郎 米屋（米平別家），旧大名貸，酒造家 藤田傳三郎 平太郎 長門出身，軍用靴請負，藤田組創設
山口吉郎兵衛 吉郎兵衛 布屋，横浜貿易，山口銀行 土居通夫 剛吉郎 伊予出身，鴻池顧問，大阪電灯設立
田中市兵衛 市太郎・市蔵 靱肥物商，第四十二国立銀行 野田吉兵衛 吉兵衛 呉服商
鴻池新十郎 豊 鴻池別家，旧大名貸，新田 生島嘉蔵 生糸商，養子

廣岡信五郎 恵三 加島屋別家，尼崎紡績 川上左七郎 忠介 鹿児島出身，日本銀行
殿村伊太郎 米屋（殿村別家） 北野平兵衛 平一郎 糸相場，米穀商
金澤仁兵衛 仁兵衛 靱肥物商（阿波より養子） 村山龍平 長擧 伊勢出身，新聞事業，大阪朝日新聞
高松長左衛門 林之助 銭屋，白粉商，養子 増田信之 信一 淡路出身，製銅，増田ビルブローカー銀行
浮田桂造 忠治郎 五龍圓（大和より養子），売薬商 秋月清十郎 紀伊出身，ハンター商会のパートナー
阿部彦太郎 彦太郎 近江出身，明治前期に大阪で米穀商 久原庄三郎 房之助 藤田組，藤田傳三郎の実兄
杉村正太郎 正一郎 錫屋，砂糖商，杉村倉庫 大平武助 武之助 紅商，養子，質業
木原忠兵衛 忠兵衛 銭屋，両替商，養子，木原銀行 湖亀治郎七 與三郎 理髪職より出身，貿易商，湖亀銀行
逸身佐兵衛 佐兵衛 銭屋，両替商，逸身銀行 田中太七郎 淡路出身，米穀取引所
秋馬新三郎 松坂屋，綿商，内外綿設立発起人 藤田鹿太郎 小太郎 藤田組，藤田傳三郎・久原庄三郎の実兄

辻忠右衛門 政太郎 滋賀屋，長崎唐物問屋，養子 片岡直温 安 土佐出身，官途の経歴，片岡直輝の弟
谷村伊右衛門 山本屋，両替商 和井田佐七 唐反物商
吉野五運 五運 人参三臓圓，薬種商 越野嘉助 嘉蔵 山口銀行監事
肥田彌兵衛 彌一郎 虎屋，両替商，虎屋銀行，虎屋信託 橋本伊兵衛 米相場
川上利助 利助・五三郎 西村屋，両替商，川上銀行 濱崎永三郎 健吉 株式・米穀仲買，両替商，濱崎商店
阿部市郎兵衛 市郎兵衛 近江出身，麻布商，阿部製紙所 宮津賢次郎 医師（尾張出身）
長尾藤三 藤三 灰吹屋，金銀吹業 大塚磨 惟明 鉄道会社
逸身佐一郎 豊之輔 銭屋（銭佐別家），逸身銀行 河原信可 備前出身，大阪商船
塩野吉兵衛 吉兵衛 薬種商，分家義三郎家は製薬会社設立 石田卯兵衛 米相場
豊田宇左衛門 塩田屋，質商 本山彦一 貞雄 熊本出身，藤田組理事，大阪毎日新聞

濱田甚兵衛 甚兵衛 米屋，荷請問屋 大矢奈良吉 麻次郎 陸軍御用達，精米業，大矢組（株）
名越愛助 西村屋，鉄商，大阪瓦斯設立発起人 今西林三郎 与三郎 伊予出身，石炭商，今西幹一郎の弟
筑紫三次郎 三郎・六郎 筑前屋，蠟商，川西清兵衛の実兄 田部密 近江出身，官途の経歴，大阪鉄道
亀岡徳太郎 徳太郎 丹波出身，足袋商，養子，亀岡商店 安田源三朗 源三朗 海部屋，時計商
河邊九郎三郎 金物商 芝田大吉 大吉 株式仲買，大阪株式取引所
益田太三郎 太三郎 益田屋，小麦粉商，分家信三郎は醬油造 玉手弘通 弘行 大和出身，硝子商
田村太兵衛 丸亀屋，呉服商，初代大阪市長 島徳治郎 徳蔵・定治郎 株式仲買，鉱業
近藤喜禄 喜西 鉄商，養子，近藤商会 黒川幸七 幸七 両替商，株式仲買
白井忠三郎 忠三郎 呉服商，小大丸白井呉服店 大井卜新 五十吉 紀伊出身，明治期に大阪で硫酸製造
志方勢七 勢七・貞三 志方屋，肥物商 菊池恭三 文吾 伊予出身，紡績
竹尾治右衛門 治右衛門 呉服商，養子，竹尾商店 頴川徳助 徳助 金融業

（出所）『商業資料』明治29年1月10日版（永江為政編著『商業資料（復刻版）』新和出版社，1973年所収）より作成。
（注） 原資料には，行司欄に近代富家として，藤本清兵衛（米穀の海外輸出），井上保次郎（泉屋事，両替），岡崎栄次郎（薩摩問
屋），前田栄次郎（株式），西田永助（銀行），栗田品三（鉄砲）の5家が挙げられた。継承欄は，人事興信所編『人事興信録』第1・
4・8版，人事興信所，1903・15・28年を参考にして，その後の家督継承者および主要分家を示した。『人事興信録』については，
名古屋大学大学院法学研究科の「日本研究のための歴史情報プロジェクト」が構築・公開を進めているデータベースを利用した。
(https://jahis.law.nagoya-u.ac.jp/who/search)
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大阪商人を「先代より相続したる旧家」と「一代で仕上げたる身生」に区分し，それぞれの有力商

人をランキングのように並べている。

近世来の旧家では，両替商・肥料商・呉服商が多いことがわかる。一方，新興商人は株式仲買・

米穀商，そして藤田組など財閥系商人が多かった。明治期の大阪商業（法）会議所の会頭は，初代

が五代友厚，2代が藤田傳三郎，3代と 5代が田中市兵衛，4代が磯野小右衛門，6代が浮田桂造，7

代が土居通夫であったが，
（12）

五代友厚は 1896年時点では亡くなっているので表 1には上がらないが，

表 1では，藤田傳三郎・磯野小右衛門・土居通夫が新興商人で，田中市兵衛・浮田桂造が近世来の

商人とされた。つまり，新旧の商人がそれぞれ交互に大阪商業会議所の会頭を務めており，新旧商

人の協力のもとで大阪の産業化・工業化が進められたことが推測される。そして，大阪の産業化は，

新部門の会社設立とともに，近世来の商人の家業の拡大としても進められた。

そこで，本稿では，近世来の大阪商人の事例として，前述の逸身家の事例と第 3・5代大阪商業

（法）会議所会頭であった田中市兵衛家の事例，近代期の大阪新興商人の事例として，近江国出身で

明治期に大阪に出店した阿部一族の事例と伊藤忠兵衛家の事例，そして大阪周辺地域の事業家とし

て前述の永田家と廣海家を取り上げる。近江商人のなかで阿部一族を取り上げたのは，同族団とし

ての阿部一族の結束が強かったことがあり（後述），伊藤忠兵衛を取り上げたのは，永田家と姻戚関

係にあったからである。

これらの家が，大阪市域の有力投資家や大阪周辺の有力資産家のなかでどのように位置付けられ

るかを表 2・3で確認する。表 2でまず，大阪市域有力投資家についてその投資規模・資産額・有力

親族をまとめた。両替商・織物商が大阪市域の投資家の中心であったこと，両替商同士の姻戚関係

が強かったこと，近江商人の阿部一族のなかで，分家の阿部彦太郎家・阿部市太郎家が大阪市域で

積極的に投資活動を行っていたことが窺われる。肥料商の田中市兵衛家や金澤仁兵衛家も投資活動

は行っていたが，有力親族に商家は少なく，姻戚関係の広がりはあまり見られなかった。また，当

たり前とも言えるが，新興商人のなかで株式仲買が積極的に自己株式投資活動を行っていた。

表 3から大阪周辺有力資産家に目を向けると，奈良県は林業，滋賀県は呉服・太物商，兵庫県は

醸造業と海運業が多いという地域的特性が見られた。そのなかでも，林業家は，北村家が和歌山県

の木下家・三重県の土井家と姻戚関係となり，栗山家が三重県の川喜田家と小津家・名古屋の関戸

家・滋賀県の森家と姻戚関係となるなど，永田家に限らず，広域の姻戚関係を形成する傾向が強かっ

た。それに対して，近江商人は滋賀県内の近江商人同士で姻戚関係となることが多く，阿部一族の

他にも，外村一族や塚本一族など，同族同士の婚姻を結ぶことが多かった。一方，醸造家は商家と

姻戚関係となる傾向が強く，前述の廣海家が兵庫県鳴尾の酒造家辰馬半右衛門家と姻戚関係となっ

たが，辰馬吉左衛門家は金澤仁作家（荷受問屋）と，小西新右衛門家は長田作兵衛家（両替商）や鴻

（12）井土武久編『大阪商工会議所百年史』（本編）大阪商工会議所，1979年の巻末折込図を参照。
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表 2 大阪市域有力投資家の有力親族 金額の単位：円

氏名 職業 1901年頃 1916年頃 1928年頃 1933年頃 継承 有力親族

住友吉左衛門 鉱山業 3,076,934 7,000万 20,000万 30,000万 実子 三井守之助（8,000万），西園寺公望（150万），徳大寺家
松本重太郎→松蔵 洋反物商 1,995,163 400万 実子 松方正義（[500万]），井上保次郎，松方巌，松方幸次郎
鴻池善右衛門 銀行業 1,974,325 1,500万 7,000万 5,000万 実子 三井高精（15,000万），和田久左衛門（3,000万），鹿島清左衛門 (120

万)，堀藤十郎（75万），大村彦太郎
岡橋治助 木綿商 1,355,037 400万 500万 500万 養子 和田半兵衛（[60万]），岡橋久兵衛，天野伊兵衛，岡橋明二，岡橋

芳太郎
山口吉郎兵衛 銀行業 1,239,631 1,000万 5,000万 5,000万 実子 芝川又右衛門（1,000万），西尾與右衛門（[50万]），山口仁兵衛

（[50万]），菊地篤忠
阿部彦太郎 米穀商 1,134,882 600万 700万 800万 分家 阿部市郎兵衛（500万），阿部市太郎（400万），阿部市三郎（[70万]）
井上保次郎 銀行業 798,840 実子 松本松蔵（400万），松方正義（[500万]）
田中市兵衛→市蔵 肥料商 669,404 380万 500万 500万 実子 土方久徴（100万），山田敬亮
下郷傳平 紙製造 665,847 100万 200万 実子 間部詮信，下郷寅太郎
外山修造→捨造 銀行役員 620,745 150万 200万 200万 実子 江藤哲蔵
藤本清兵衛 銀行役員 570,177 養子 柳廣蔵（100万）

瀬尾喜兵衛 木綿商 559,497 [400万] 800万 700万 養子 山中平兵衛（100万），山田利兵衛，瀬尾喜一郎，酒井新治郎
西田仲右衛門 両替商 529,036 実子 鈴木岩治郎（[1,500万]）
殿村平右衛門 両替商 503,350 200万 500万 養子 三井源右衛門（20,000万），三井高辰，北田彦三郎，佐野幸助
藤田傳三郎→平太郎 鉱山業 488,003 5,000万 1,000万 実子 久原庄三郎（2,000万），藤田鹿太郎
竹尾治右衛門 呉服商 436,119 300万 1,000万 養子 阪根武兵衛（150万），防向勘兵衛，井上治兵衛，富田富太郎
木原忠兵衛 銀行業 419,600 200万 400万 350万 養子 井上徳兵衛（[150万]），渡邉勘左衛門
逸身家→福本元之助 両替商 394,000 100万 400万 実子 永田藤兵衛（700万），廣海惣太郎（160万），荘保勝蔵（90万），石崎

喜兵衛（70万），伊藤竹之助
三和市蔵 390,613
川喜田久太夫 木綿商 355,835 100万 1,200万 1,000万 実子 柏原孫左衛門（800万），川喜田四郎兵衛（150万），雲井憲二郎
藤本清七 米穀商 344,988 分家 藤本藤兵衛，安井源五郎
浮田桂造 売薬製造 334,599 160万 410万 400万 養子 竹田忠蔵（[60万]），梅咲善六，浮田忠治郎

濱崎永三郎→健吉 両替商 329,006 400万 300万 分家 阪口吉蔵（[60万]），長谷川伊右衛門，濱崎照道，濱崎定吉，濱崎
正平

阿部市太郎 麻布商 322,573 200万 400万 500万 分家 阿部彦太郎（700万），阿部市郎兵衛（500万），阿部房次郎（400万），
村田虎次郎

芝田大吉 株式仲買 317,641 80万 600万 400万 実子 吉崎善三郎，村上萬蔵
島徳治郎→徳蔵 株式仲買 299,002 1,000万 実子 島定治郎（[250万]），木越安綱，實吉雅郎，山田藤次郎
芝川又右衛門→又四郎 貸金業 286,167 1,200万 1,000万 300万 実子 山口吉郎兵衛（5,000万），塩田與兵衛，粕淵武一郎
大島甚三 株式仲買 276,132 100万 養子 平田喜右衛門
黒川幸七 株式仲買 275,924 200万 500万 実子 木村徳兵衛（180万），石崎喜兵衛（70万）
村山龍平 会社役員 269,744 130万 1,000万 実子 川西清兵衛（1,000万），筑紫三次郎（[120万]），筑紫三郎（110万），

村山長擧
玉置治郎三郎 264,129
平瀬亀之輔 両替商 262,175 [300万]
前川善三郎→善平 綿糸商 261,838 200万 70万 50万 実子 前川善助（80万），田口伊右衛門

竹原友三郎 両替商 255,434 600万 1,000万 養子 寺田甚與茂（3,000万），竹原源七，竹原荘治郎，竹原仁三郎
揚井佐兵衛 銀行業 252,430 130万
野田吉兵衛 会社役員 250,980 70万 300万 200万 福島治助，加納由兵衛，野田眞三郎，野田清三
西田永助 銀行役員 245,600 [35万] 実子
今西林三郎 石炭鉄商 243,284 65万 分家 今西幹一郎
平野平兵衛 綿糸商 240,782 320万 実子 柴谷兼三郎（120万），金澤仁作（[80万]），原田鎮治
阪上新治郎 海魚商 239,659 200万 200万 160万 実子 阪上重信
廣瀬宰平→満正 229,724 100万 養子 伊庭貞剛（100万），北脇家　
片岡直温 会社役員 225,615 200万 200万 分家 片岡直輝（[50万]），久世庸夫，片岡直方，片岡安，松原並枝
伊藤忠兵衛 洋反物商 221,767 500万 1,000万 1,000万 分家 田附政次郎（1,000万），永田藤兵衛（700万），伊藤忠三（[60万]），

伊藤長兵衛（[50万]），藤野宗次郎
吉野善兵衛 漆商 220,850 [25万]

廣岡久右衛門 両替商 212,925 [250万] 実子 廣岡信五郎（2,000万），長田作兵衛
廣岡信五郎→恵三 貿易商 212,697 500万 2,000万 300万 養子 井上徳兵衛（[150万]），廣岡久右衛門，一柳末徳，三井高修，

松井萬録，前田松苗，澤田節蔵
鴻池新十郎 銀行員 204,800 養子 三井高精（15,000万），鴻池善右衛門（7,000万），鴻池萬蔵
加賀正太郎 両替商 200,000 150万 600万 350万 実子 野村元五郎（500万），加賀慶之助（100万），豊田治助，増田正治，山田

啓之助
高田久右衛門 紅花商 193,825 110万 220万 500万 実子 伊藤萬助（1,000万），原嘉助
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氏名 職業 1901年頃 1916年頃 1928年頃 1933年頃 継承 有力親族

金澤仁兵衛 肥料商 193,777 250万 300万 実子 金澤種次郎（[50万]），松平直徳，金澤國雄
帯谷傳三郎 株式仲買 192,514
矢邊清兵衛 藍商 191,657 50万 300万 250万 養子 眞淵龍太郎
室田頼章 銀行員 191,364
生駒権七 舶来品商 185,195 150万 210万 250万 実子 生駒吉之助，生駒斎吉
大塚磨 両替商 182,559

田邉貞吉 銀行員 178,870 実子 手島精一，香村文之助
亀岡徳太郎 木綿商 176,176 150万 330万 250万 分家 亀岡喜三郎
久原庄三郎→房之助 鉱山業 175,840 4,000万 2,000万 2,000万 養子 田村市郎（450万），堀藤十郎（75万），藤田平太郎（1,000万），鮎川義

介，齋藤幾太
伊藤九兵衛 洋反物商 170,358 300万 実子 伊藤新次郎，遠藤九右衛門
岩本栄蔵→栄之助 両替商 169,544 100万 戸田栄蔵，遠藤九右衛門
戸田猶七→栄蔵 洋反物商 167,866 80万 岩本栄之助
木谷七平 肥料商 166,298
菊池恭三 会社役員 165,511 500万 410万 400万 分家 菊池泰成，菊池利房，菊池文吾
戸田彌七 茶道具商 164,818 120万 240万 250万 養子 山中吉郎兵衛（300万），赤松與兵衛（100万），戸田貞八，井田亦吉，

戸田慶吉，深見小兵衛
不破福松→福造 株式仲買 164,262 70万 松本源七
越野嘉助→嘉蔵 会社員 163,382 100万 70万 60万 分家 越野五兵衛，濱田治兵衛，越野三蔵
山内卯之助 株式仲買 161,028 150万 600万 分家 石田藤一（90万），山本利三郎，松本源七，吉岡為次郎

（出所） 渋谷隆一編『都道府県別資産家地主総覧』大阪編1，日本図書センター，1991年，渋谷隆一編『大正・昭和日本全国資産家・地主資
料集成』第1巻，柏書房，1985年，石井寛治『資本主義日本の地域構造』附録，東京大学出版会，2018年，前掲人事興信所編『人事興信
録』第1・4・8版，猪野三郎監輯『大衆人事録』第12版，帝国秘密探偵社・国勢協会，1937年より作成。

（注） 氏名欄の→は代替わり。1901年頃欄は，合資・合名会社への出資金と公債株券所有額の合計で，それが16万円以上の家について，
1916・28・33年頃の資産家番付による資産額と有力親族を示した。1916年頃の資産額欄の [ ]内は1915年発行の「大阪資産家名鑑」によ
る。有力親族欄の括弧内は1928年頃（[ ]内は16年頃）の資産家番付での資産額。継承欄は幕末維新期の当主継承の形態で，分家の場合は
本家を有力親族欄に示した。1901年頃欄の逸身家の394,000円は中西聡『資産家資本主義の生成』慶應義塾大学出版会，2019年，第1章よ
り，逸身銀行への出資金と逸身家所有尼崎紡績株の評価額の合計を推定。

池善右衛門家（両替商）とそれぞれ姻戚関係となった。
（13）

いずれにしても，表 2・3ともに有力資産家の地位は安定しており，大阪市域でも 1916年時点の

資産家はおおむねその後も安定して資産額を保っており，大阪周辺地域では 1916年時点の有力資産

家の多くが，昭和恐慌後も有力資産家であり続けた。

1 近世来の大阪商人の企業家活動

（1）逸身家同族団の事例

近世期の逸身家は，大坂有力両替商で銭屋を屋号とした。
（14）

1745（延享 2）年に初代佐兵衛が大坂

石灰町で両替店を開店し，19世紀に入ると大名貸の比重を増大させた。その後，1837（天保 8）年

（13）金澤仁作家については，「北海道荷受問屋組合沿革史」（黒羽兵治郎編『大阪商業史料集成』第 6輯，
清文堂出版，復刻版 1984年），小西新右衛門家については，飯塚一幸編『近代移行期の酒造業と地域
社会 伊丹の酒造家小西家』吉川弘文館，2021年を参照。
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表 3 大阪周辺地域郡部における有力資産家の有力親族 金額の単位：円

氏名 居所 職業 1916年頃 1928年頃 1933年頃 有力親族

辰馬吉左衛門 兵庫・西宮 酒造海運業 1,300万 3,000万 10,000万 辰馬悦蔵（700万），浅尾豊一（150万），金澤仁作（[80万]），松平直徳，
中島成教，辰馬鎌蔵

伊藤長次郎 兵庫・今市 農業 1,000万 1,500万 500万 阪谷芳郎（200万），大西行禮（200万），大岡忠綱，伊藤英一，伊藤
英三郎

塚本定右衛門 滋賀・南五ヶ荘 呉服商 1,000万 1,000万 3,500万
寺田甚與茂→甚吉 大阪・岸和田 会社役員 800万 3,000万 2,500万 竹原友三郎（1,000万），寺田元吉（500万），寺田利吉（280万），寺田

見龍，寺田徳三郎
北村又左衛門 奈良・上市 林業 800万 2,000万 2,000万 土井八郎兵衛（1,300万），木下伊平（300万），北村宗四郎（70万）
八馬兼介 兵庫・西宮 海運銀行業 700万 3,000万 中原繁之助（150万），早瀬太郎三郎（150万），八馬永蔵，八馬安二良，

瀧川儀作，増田増蔵
野田三蔵 兵庫・西宮 貸金酒造業 550万 500万 500万
西村重郎兵衛 滋賀・市辺 太物商 500万 500万 700万 増田善兵衛

大江貞夫・市松 兵庫・御影 酒造業 500万 70万 200万
岡橋清左衛門 奈良・真菅 林業 400万 1,500万 1,500万 古谷松太郎（90万），谷甚四郎（70万）
八馬永蔵 兵庫・西宮 海運業 400万 八馬兼介
外村與左衛門 滋賀・南五ヶ荘 呉服商 300万 1,500万 3,000万 外村市郎兵衛（170万），正野玄三，外村鐵三郎
栗山藤作→耕作 奈良・五條 鉱業・林業 300万 1,000万 500万 関戸守彦（1,000万），小津清左衛門（600万），森五郎兵衛（300万），

川喜田四郎兵衛（150万）
塚本粂右衛門 滋賀・南五ヶ荘 呉服商 300万 100万 500万 伴傳兵衛（100万）
嘉納治郎右衛門 兵庫・御影 酒造業 250万 1,000万 2,500万 土居通博（200万）
中野利三郎→皖司 奈良・吐田郷 林業 250万 1,000万 1,000万

森五郎兵衛 滋賀・八幡 呉服商 250万 300万 250万 栗山藤作（1,000万），森専三郎，森八郎助
覚心平十郎 兵庫・西宮 酒造業 250万 1,000万
西村與兵衛 滋賀・市辺 洋反物商 230万 小杉佐右衛門，西村健次郎
木村権右衛門 大阪・鶴橋 銀行業 200万 600万 600万
西川甚五郎 滋賀・八幡 蚊帳商 200万 500万 600万 弘世助太郎
奥藤研造 兵庫・坂越 海運銀行業 200万 450万 500万
鈴木忠右衛門 滋賀・北比都佐 醸造業 200万 400万 800万 高井作右衛門（250万）
木下伊平 和歌山・妙寺 林業 200万 300万 120万 北村又左衛門（2,000万），西尾與右衛門（[50万]），堀眞一
多木粂次郎 兵庫・別府 肥料製造 200万 250万 800万 多木千吉（[50万]），多木正也

稲本利右衛門 滋賀・旭 呉服商 200万 250万 230万 瀧兵右衛門（1,300万）
小林吟右衛門 滋賀・豊椋 呉服商 200万 200万 300万 瀧定助（700万），市田理八，小林吟治郎，小林吟三郎
浅見又蔵 滋賀・長浜 会社役員 200万 200万 原田六郎（500万），原田十次郎，国枝謹
藤野四郎兵衛→隆三 滋賀・八木荘 牧畜業 200万 150万
上西亀之助 兵庫・板宿 海運業 200万
本咲利一郎 兵庫・尼崎 両替商 170万 河盛てい（200万），廣海惣太郎（160万），田守三郎兵衛（亀三郎），

木村松之助，石野基道
阿部シゲ→市郎兵衛 滋賀・能登川 麻布商 150万 500万 50万 阿部彦太郎（700万），阿部市太郎（400万），堀藤十郎（75万），阿部

市三郎（[70万]）
西川庄六 滋賀・八幡 綿糸商 150万 500万 800万 伴傳兵衛（100万），西川仁右衛門
肥塚源次郎 大阪・堺 酒造業 150万 230万 200万 宅徳平（100万），市居久吉（100万），肥塚與八郎，肥塚慶之助，奥田

正香，佐藤茂兵衛
安福又四郎 兵庫・御影 酒造業 150万 200万 200万 安福武之助（[55万]）
福井治兵衛 兵庫・西宮 味噌製造 150万 180万 高橋安蔵
寺田元吉→元之助 大阪・岸和田 銀行頭取 150万 500万 700万 寺田甚與茂（3,000万），寺田利吉（280万），寺田久治郎，寺田徳三郎，

寺田富右衛門，浅野久次郎
稲葉彌吉 京都・木津 土木請負 150万
石橋彦三郎 滋賀・彦根 醸造業 130万 400万 600万 松本彌太郎，石橋泰一，松居庄七
石居四郎平 滋賀・長浜 米穀肥料商 130万 400万 400万 貝塚卯兵衛，大音九郎
外村宇兵衛 滋賀・南五ヶ荘 織物業 130万 200万 外村格二郎

川端半兵衛 大阪・今宮 雑穀商 120万 310万 200万 宮崎定七郎（33年頃：50万）
名手由兵衛 和歌山・黒江 肥料商 120万 150万 100万 名手源兵衛（70万），近藤新十郎，島本安兵衛
河盛又三郎 大阪・堺 醬油醸造 120万 130万 200万 河盛安之介
増田信一 大阪・浜寺公園 銀行業 120万 福田六次郎（140万），福田六兵衛
河盛てい→利兵衛 大阪・堺 呉服商 110万 200万 150万 廣海惣太郎（160万），田守三郎兵衛（亀三郎），本咲利一郎
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氏名 居所 職業 1916年頃 1928年頃 1933年頃 有力親族

嘉納治兵衛 兵庫・御影 酒造業 100万 1,000万 1,500万 若林與左衛門（100万），嘉納純，中村雅眞，中村楢次郎，中村正格，
三木忠方

桃谷政次郎→順一 和歌山・粉河 薬種商 100万 750万 300万 横山利蔵（200万），本多忠鋒，食満藤吉，馬場義興，藤井甚兵衛，
松浦巳之助，桃谷幹次郎

永田藤兵衛 奈良・下市 林業 100万 700万 300万 伊藤忠兵衛（1,000万），福本元之助（400万），廣海惣太郎（160万），
川上利助（[100万]）

小西新右衛門 兵庫・伊丹 酒造業 100万 300万 1,000万 鴻池善右衛門（7,000万），大河内正敏（300万），長田作兵衛，大河内
正倫，荒川巳次

小泉新兵衛 滋賀・旭 メリヤス業 100万 300万 250万 廣海二三郎（1,300万）
米澤吉次郎 兵庫・明石 銀行役員 100万 300万 200万 米澤長次郎，高井利平，米澤徳次郎，米澤貞二
高井作右衛門 滋賀・日野 醸造業 100万 250万 250万 鈴木忠右衛門（400万），高井商二
大西甚一平 兵庫・上花 銀行役員 100万 200万 300万
三本六右衛門→亀一 和歌山・日置 林業 100万 200万 大江幾太郎
外村市郎兵衛 滋賀・南五ヶ荘 呉服商 100万 170万 170万 外村與左衛門（1,500万）
塚本源三郎 滋賀・南五ヶ荘 呉服商 100万 150万 150万
柴谷武次郎→兼三郎 大阪・堺 酒造業 100万 120万 平野平兵衛（[320万]），大塚和三郎（[80万]），川崎佐一

伊庭貞剛→貞吉 滋賀・武佐 会社役員 100万 100万 100万 廣瀬宰平，平井晴二郎，高山圭三
竹原喜一郎 奈良・大塔 林業 100万 70万 80万
松居久右衛門 滋賀・南五ヶ荘 太物商 100万 70万 150万
西田庄助 滋賀・千本 呉服商 100万 70万 250万 塚本金兵衛，中井戸利助，西田久太郎
塚本市右衛門 滋賀・南五ヶ荘 呉服商 100万 稲本唯七
近藤喜恵門 大阪・堺 紙商 100万 近藤喜禄（100万），近藤喜西，中村孝蔵，福田六兵衛
尼崎三之助 大阪・向井 会社社長 100万 八木芳次郎
初井奈良吉 兵庫・姫路 銀行役員 100万

（出所） 表2と同じ。
（注） 氏名欄の→は代替わり。大阪市内・京都市内・神戸市内を除く，大阪府，京都府，滋賀県，奈良県，和歌山県，兵庫県において，1916
年頃の資産家番付で資産額100万円以上として挙げられた家について，1916・28・33年頃の資産家番付の資産額を示した。有力親族欄の
括弧内は1928年頃（[ ]内は16年頃）の資産家番付での資産額。居所は府県・市町村。大阪・神戸・京都市内の会社の役員などで郊外に
住んだものや華族および表2に含まれたものはこの表から除いた。藤野四郎兵衛の1916年頃の資産額200万円は滋賀県と大阪府での合計。

に 4代佐兵衛が大坂備後町の銭屋源兵衛家の両替店を引き継ぎ，弟の佐一郎の名義とした。それ以

降は，佐兵衛家本店が大名貸を主に行い，備後店が商人為替業務を主に行った。4代佐兵衛には，4

名の子どもが存在し，子どもの婚姻により，幕末・維新期の逸身家の姻戚関係は急拡大した。すな

わち，4代佐兵衛の長男（後の 5代佐兵衛）は，京都の旧家平野屋岩佐家から幕末期に妻を迎え，次

男佐一郎は，大阪の有力反物商荘保勝蔵の分家の娘と再婚した。そして次男佐一郎は，荘保家から

来た妻が亡くなった後に，奈良の林業家永田家の娘と再々婚した。また，4代佐兵衛の娘慈は，河

内国平池村の大庄屋の平池家へ嫁に行き，3男元之助（後に福本姓）も佐一郎と同様に，奈良の林業

家永田家から妻を迎え，佐一郎と元之助はそれぞれの妻が姉妹であった。

（14）以下の記述は，小松愛子「逸身家の婚礼」，中川すがね「銭屋佐兵衛の本両替経営」，小林延人「幕末
維新期における銭佐の経営」（以上，逸身喜一郎・吉田伸之編『両替商 銭屋佐兵衛』第 2巻，東京大
学出版会，2014年）を参照。なお，年号は和暦も機械的に西暦に直して示した。
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近代期の逸身家は，
（15）

4代佐兵衛の次男佐一郎が名義を引き継いだ備後店をもとに 1880（明治 13）

年に逸身銀行合資を設立し（資本金 10万円），当初は佐兵衛が頭取となったが，後に佐一郎が頭取と

なり，また佐一郎の息子が 5代佐兵衛の養子となって 6代佐兵衛を継いだため，佐一郎と福本元之

助が逸身家の経営を担うようになった。1893年に逸身銀行の預金吸収機関として株式会社貯金銀行

を逸身家は設立したが，株式会社でもあるため逸身家以外からも取締役に入ってもらう必要が生じ，

貯金銀行取締役に，4代佐兵衛の娘慈の夫の平池昇一と逸身佐一郎・福本元之助の妻の父である永

田藤平が就任した。1896年時点の大阪の本店銀行のなかで逸身銀行は年間預金額が第 4位であり，

比較的経営規模は大きかった。

表 4は逸身家同族団の会社役員の一覧表である。この表からわかるように，逸身銀行以外で，逸

身家が会社設立と経営に積極的に関わったのが尼崎紡績であった。1882年に大阪で初めて近代的綿

紡績会社として大阪紡績会社が設立されたが，その成功の影響により，大阪地域では，1887年に天

満紡績会社，浪華紡績会社が設立された。それを受けて摂津国尼崎でも紡績会社設立の動きがあり，

その中心となったのが，近世期に尼崎藩の両替商であった本咲家であり，当主利一郎は設立された

尼崎紡績会社の取締役を長期間務めた。
（16）

本咲利一郎らは，尼崎紡績会社設立に際して，大阪の旧両

替商グループに参加を要請し，加島屋廣岡家，木原家，銭屋逸身家，川上家などがそれに応じた。逸

身家から福本元之助が逸身家を代表して参加し，初代社長は廣岡家分家の廣岡信五郎，2代社長は

木原忠兵衛，そして 3代社長が 1893年から福本元之助が就任した。創業当初の尼崎紡績の主要取

引銀行は，逸身銀行・川上銀行・三井銀行であったとされるが，福本元之助が尼崎紡績社長になる

とともに，逸身家は尼崎紡績株を大量に購入して，1896年時点で全体の約 16％の株を所有する最

大株主となった。
（17）

福本元之助は，尼崎紡績産綿糸の販売網として 1894年に大阪綿糸合資会社を設立

し，後に大阪物産株式会社にするなど，積極的な経営戦略を取った。

一方，逸身家同族団は紡績業のみでなく，鉱山業への進出も試み，逸身家同族団の資産運用会社

として共立合資会社を設立して，1896年に北海道釧路炭田の鉱区を所有した。
（18）

その鉱区は日本炭礦

株式会社（常務取締役：辻吉敬，備仲傳助）との共同所有であったが，辻と備仲らは，1894年に大阪

で大阪鉱業株式会社を設立しており，北海道釧路炭田の鉱区との関連で，逸身家同族団も大阪鉱業

会社に参加することとなった。その結果，1897年に共立合資会社が大阪鉱業株を取得して，逸身家

同族団が大阪鉱業の最大の株主となった。その結果，1897年に福本元之助が大阪鉱業会社社長に就

（15）以下の記述は，中西聡『資産家資本主義の生成 近代日本の資本市場と金融』慶應義塾大学出版
会，2019年，第 1章を参照。

（16）以下の記述は，社史編纂委員会編『ニチボー 75年史』ニチボー株式会社，1966年，16–54頁を参照。
（17）高村直助「尼崎紡績会社」（山口和雄編著『日本産業金融史研究』紡績金融篇，東京大学出版会，1970

年）530–531頁を参照。
（18）以下の記述は，北澤満「大阪鉱業株式会社と永田家」（前掲中西聡編著『近代吉野林業と地域社会』）

を参照。
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表 4 逸身家・福本家会社役員の推移

会社・銀行名 所在 創業年 1895年 1898年 1901年 1904年 1908年 1912年 1917年 1922年 1926年 1931年 1936年

①逸身佐兵衛

逸身銀行（合資）大阪 1880 取締役 取締役 取締役
貯金銀行（株式）大阪 1893 監査役 監査役 監査役

②逸身佐一郎

逸身銀行（合資）大阪 1880 頭取 頭取 頭取
貯金銀行（株式）大阪 1893 頭取 頭取 頭取

③逸身豊之輔

河内銀行（株式）枚方 1895 監査役 監査役 福本会社（大阪，1919） 監査役 監査役
大阪鉱業 大阪→下市 1895 取締役 取締役

④逸身道之助

福本会社 大阪 1919 監査役 監査役 監査役 監査役

⑤逸身箭之助

石崎 大阪 1898 取締役

⑥福本元之助

逸身銀行（合資）大阪 1880 取締役 取締役 取締役 日本絹毛紡績（大阪，1917）取締役 取締役
貯金銀行（株式）大阪 1893 取締役 取締役 取締役 福本会社（大阪，1919） 取締役 取締役 取締役 取締役
尼崎紡績 尼崎 1889 社長 社長 社長 取締役 取締役 取締役 副社長 副社長
堺煉瓦 堺 1893 社長 社長 社長 取締役 監査役
大阪鉱業 大阪→下市 1895 社長 社長 取締役 監査役 監査役
関西コーク 大阪 1895 社長 社長 石崎（大阪，1898） 監査役 監査役 監査役 監査役
吉野銀行（株式）下市 1895 監査役 監査役
大阪米穀 大阪 1895 社長 東洋拓殖（京城→東京，1908） 監事 監事 監事
大阪物産 大阪 1900 社長 保専社（大阪，1920） 監査役 監査役 監査役 監査役
共立合資 大阪 1893 業務社員

⑦福本養之助

日華産業 大阪 1919 取締役 取締役 取締役 取締役
福本会社 大阪 1919 取締役 取締役 取締役 取締役
新興人絹 大阪 1933 監査役

（出所） 由井常彦・浅野俊光編『日本全国諸会社役員録』第1・3・5・8・12・16巻，柏書房，1988～89年，大正6・11・15年度『日本
全国諸会社役員録』商業興信所より作成。

（注） 会社役員は以下の各表とも，各年の1月現在の状況を示すと考えられる。隠居した5代佐兵衛（佐九郎）も貯金銀行の監査役で
あった。1898年の出所資料で福本元之助は，大阪米穀売買会社の社長とされたが，同社の役員は，大阪米穀会社の役員と同じで，前
後年の出所資料から，大阪米穀の役員をそのまま大阪米穀売買の役員欄に誤記したと考えられ，それは除いた。1904年1月時点では，
逸身銀行・貯金銀行は存在しない。また同年に尼崎紡績・関西コーク・吉野銀行は存在していたが福本元之助は役員から外れていた。
大阪綿糸（合資）は福本元之助が設立したと考えられるが，業務担当社員は溝口保蔵と荘保彌三郎であったため（1898年1月時点），
この表に載せていない。なお，1900年時点の逸身銀行の上記以外の役員は，支配人の高木嘉兵衛で，貯金銀行の上記以外の役員は，
取締役が平池昇一，永田藤平，高木嘉兵衛，支配人が溝口保蔵，監査役が逸身佐九郎であった（『大阪銀行通信録』第16巻，不二出
版，1992年，356–357頁）。欄の途中の会社名の後ろの括弧内は所在と創業年。枚方と堺は大阪府，尼崎は兵庫県，下市は奈良県。尼
崎紡績は1917年に摂津紡績と合同して大日本紡績に改称。

任し，1890年代末の逸身家同族団は，逸身銀行，尼崎紡績会社，大阪鉱業会社を中核とする企業グ

ループを形成した。

ところが，1901年恐慌が逸身銀行に打撃を与えて，逸身銀行が破綻した。
（19）

逸身銀行は解散し，逸
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身家同族団の所有する尼崎紡績株は売却されて，逸身銀行の債権者への返済に充てられ，福本元之

助は尼崎紡績社長を退任した。以後，尼崎紡績の社長は技術者の菊池恭三が務め，専門経営者によ

る経営が行われた。とは言え，福本元之助は逸身銀行の整理が終わった後に，1906年に尼崎紡績に

復帰し，11年からは再び尼崎紡績取締役となった。ただし，逸身家同族団の尼崎紡績株所有比率は

以前に比べてかなり少なくなり，第一次世界大戦期に，尼崎紡績会社と摂津紡績会社が合併して大

日本紡績会社となり，福本元之助は 1920年代に尼崎紡績副社長となったものの，福本が社長に復帰

することはなかった。その一方，大阪鉱業会社は逸身家同族団に残されたため，同社が逸身家再興

の鍵となり，それを永田家が支援することとなった。その様相は後述する。

（2）田中家の事例

近世期の田中家は，大坂で近江屋を屋号として，代々，肥料仲買商を営んだ。
（20）

特に幕末期に近江

屋田中家は経営を拡大したが，その背景に，大坂の肥料仲買商は大坂に荷揚げされた肥料は大坂の

荷受問屋から購入する決まりになっていたが，大坂以外の湊から，大坂の荷受問屋を通さずに，肥

料を買い付けることができたことがあった。そのため大坂の肥料仲買商は，大阪湾岸地域の湊の廻

船問屋から各湊の廻船問屋間の競争を利用して比較的有利な条件で肥料を買い付けており，全体と

して，幕末維新期の大坂市場では，荷受問屋よりも近江屋田中家や金澤仁兵衛家や志方勢七家など，

肥料仲買商の方が，資金蓄積を進めて近代期の会社設立の担い手となった。

特に，田中家と金澤仁兵衛家らは，1877（明治 10）年に第四十二国立銀行を大阪で設立し，田中

市兵衛がその頭取となった。田中家は第四十二国立銀行へ多額の出資をするとともに，そこからの

配当金を鉱山や関西貿易会社・大阪商船会社・阪堺鉄道会社などへ出資し，明治期の大阪で多数の

会社役員を兼任した。
（21）

表 5に，田中家が就任した会社役員を一覧にした。

これらには，大阪の工業化を牽引した綿紡績会社（浪華紡績・摂津紡績・日本紡績）や交通網の整

備として重要な大阪商船会社・阪堺鉄道会社・南海鉄道会社などが含まれ，田中家当主の市兵衛は，

開港場の神戸港に桟橋を作るための神戸桟橋会社設立にも協力して同社社長に就任した。田中市兵

衛は大阪財界の大立者となり，市兵衛が第 5代大阪商業会議所会頭であった時期は，金澤仁兵衛が

副会頭として田中市兵衛を支えた。

そして，金澤仁兵衛が紡績会社の設立に熱心であったこともあり，田中市兵衛は，日本綿花会社

の社長や浪華紡績会社の社長を引き受け，大阪での綿紡績業の定着にも貢献した。1900年代には息

（19）以下の記述は，前掲中西聡『資産家資本主義の生成』第 1章を参照。
（20）以下の記述は，中西聡『近世・近代日本の市場構造 「松前鯡」肥料取引の研究』東京大学出版

会，1998年，143–150頁を参照。
（21）中西聡『海の富豪の資本主義 北前船と日本の産業化』名古屋大学出版会，2009年，419–423頁，

前掲『大阪商工会議所百年史』（本編）294–299頁を参照。
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表
5
田
中
家
会
社
役
員
の
推
移

会
社
・
銀
行
名

所
在

創
業
年

18
95
年

18
98
年

19
01
年

19
07
年

19
10
年

19
12
年

19
20
年

19
23
年

19
26
年

19
31
年

19
36
年

第
四
十
二
国
立
銀
行

大
阪

18
78

頭
取

頭
取

摂
陽
銀
行（
大
阪
，

18
97
）

2）
頭
取

2）
頭
取

日
本
綿
花

大
阪

18
92

社
長

社
長

1）
社
長

1）
社
長

社
長

大
阪
衡
器
合
資

大
阪

18
93

社
長

安
治
川
土
地（
大
阪
，

19
18
）

2）
副
社
長

2）
副
社
長

2）
副
社
長

3）
取
締
役

3）
取
締
役

日
本
貯
金
銀
行

大
阪

18
95

取
締
役

取
締
役

取
締
役

取
締
役

取
締
役

三
十
四
銀
行（
大
阪
，

18
78
）

2）
取
締
役

日
本
海
陸
保
険

大
阪

18
93

取
締
役

近
江
屋
商
店
合
名（
大
阪
，

19
20
）

2）
社
員

2）
社
員

2）
社
員

2）
社
員

大
阪
露
油
合
資

大
阪

18
93

取
締
役

安
田
信
託（
大
阪
，

19
25
）

2）
監
査
役

2）
監
査
役

大
阪
商
船

大
阪

18
84

監
査
役

社
長

取
締
役

取
締
役

取
締
役

2）
取
締
役

摂
津
紡
績

大
阪

18
89

監
査
役

監
査
役

監
査
役

監
査
役

監
査
役

大
阪
毎
日
新
聞
社（
大
阪
，

18
93
）

2）
監
査
役

2）
監
査
役

日
本
紡
績

大
阪

18
93

監
査
役

監
査
役

監
査
役

監
査
役

監
査
役

安
治
川
興
業（
大
阪
，

19
24
）

3）
監
査
役

3）
監
査
役

日
本
火
災
保
険

大
阪

18
92

監
査
役

監
査
役

監
査
役

1）
取
締
役

大
阪
海
上
火
災
保
険（
大
阪
，

18
93
）

2）
取
締
役

大
阪
倉
庫

大
阪

18
83

監
査
役

監
査
役

監
査
役

大
阪
セ
メ
ン
ト

大
阪

18
86

監
査
役

1）
取
締
役

阪
堺
鉄
道

大
阪

18
85

監
査
役

摂
津
製
油

大
阪

18
89

1）
取
締
役

1）
取
締
役

1）
取
締
役

1）
取
締
役

大
阪
製
燧

大
阪

18
83

1）
取
締
役

1）
社
長

浪
華
紡
績

伝
法

18
87

1）
取
締
役
社
長

大
阪
共
立
銀
行

大
阪

18
87

1）
取
締
役

1）
取
締
役

神
戸
桟
橋

神
戸

18
84

社
長

社
長

社
長

社
長

南
海
鉄
道

大
阪

18
96

監
査
役

監
査
役

社
長

社
長

山
陽
鉄
道

神
戸

18
88

監
査
役

監
査
役

京
都
鉄
道

朱
雀
野

18
95

監
査
役

監
査
役

阪
鶴
鉄
道

川
西

18
96

監
査
役

監
査
役

湊
川
改
修

神
戸

18
97

取
締
役

南
豊
鉄
道

大
阪

監
査
役

大
阪
紡
績

大
阪

18
82

1）
監
査
役

1）
監
査
役

1）
監
査
役

市
之
川
鉱
山

神
戸

18
96

1）
監
査
役

1）
監
査
役

阪
神
電
気
鉄
道

神
戸

18
99

監
査
役

日
本
生
命
保
険

大
阪

18
89

監
査
役

監
査
役

大
阪
ア
ル
カ
リ

大
阪

18
80

1）
取
締
役

大
成
紡
績

大
阪

19
06

1）
取
締
役

韓
国
棉
花

大
阪

19
06

1）
取
締
役

福
島
紡
績

大
阪

18
92

1）
監
査
役

豊
田
式
織
機

大
阪

19
07

1）
監
査
役

（
出
所
）
前
掲
由
井
常
彦
・
浅
野
俊
光
編
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
第

1・
3・

5・
11
・

14
・

16
巻
，
大
正

9・
12
・

15
・
昭
和

6・
11
年
度
『
日

本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
商
業
興
信
所
，

19
20
・

23
・

26
・

31
・

36
年
よ

り
作
成
。

（
注
）
無
印
は
市
兵
衛
，

1)
市
太
郎
，

2)
市
蔵
，

3)
貞
蔵
と
し
て
。
市
太
郎

は
市
兵
衛
，
市
蔵
は
市
太
郎
，
貞
蔵
は
市
蔵
の
息
子
。
途
中
欄
の
会
社
・

銀
行
名
の
後
ろ
の
括
弧
内
は
所
在
・
創
業
年
。
伝
法
は
大
阪
府
，
朱
雀
野

は
京
都
府
，
川
西
は
兵
庫
県
。
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子の田中市太郎も会社経営に関わり，市太郎は，摂津製油，日本綿花，大阪アルカリ，大阪セメント

など製造業会社経営へ軸を移した。1900年代も大阪商船と日本貯金銀行の役員は田中市兵衛が務め

続けており，田中家は，銀行・輸送業を市兵衛が，製造業会社は市太郎と分担して，大阪財界を牽引

した。ところが，逸身家と同様に田中家にも危機が訪れた。田中市太郎は比較的若くして 1905年に

大阪商業会議所副会頭となり，将来を嘱望されたが，43歳の若さで副会頭のまま 1908年に急逝し，

10年に市兵衛も死去したことで，市太郎の息子市蔵が成人するまで，田中家はほぼ 10年間全く会

社経営に関わらなかった。後述の阿部一族と異なり，分家を創出せずに親族関係の狭かった田中家

は，会社経営を引き継ぐ親族が存在せずに，旺盛な企業家活動を持続させることができなかった。

2 近代期の新興商人の家業の多角的展開

（1）阿部家同族団の事例

近世期に近江国能登川で麻布商を営んだ阿部市郎兵衛家（近世期の屋号は布屋）は，19世紀初頭に

分家市太郎家を創出し，近世後期は両家で麻布商の共同経営を行った。
（22）

幕末期に市太郎家は本家か

ら独立して経営を行ったが，近代期に入って大阪へ進出する際には，まず 1873（明治 6）年には両

家共同で大阪支店を開業した。しかし，大阪支店が松方デフレ期に損失を計上し，市太郎家は 1884

年に本家との大阪支店での共同経営を解消して，新たに市太郎家の大阪支店を開店した。阿部市太

郎家の大阪支店では，主に麻布と北海道産肥料を販売した。一方，本家市郎兵衛家はその後も滋賀

県能登川に本拠を置きつつ麻布取引を継続し，市郎兵衛家から分家した市治郎家の彦太郎も大阪へ

進出して米穀商を営んだ。

阿部市郎兵衛家は多くの分家を創出して阿部家同族団を形成し，その構成メンバーがさまざまな

会社経営に関わったので，それを表 6で一覧にした。8代市郎兵衛は，滋賀県の近江鉄道会社社長を

務めるとともに，京都府・大阪府の会社経営にも参画し，京都では阿部家の宗旨の浄土真宗との関係

で，本願寺関係の預金を扱う起業銀行の頭取を務め，大阪では大阪硫曹会社の社長を務めた。市太

郎家は，能登川にも 1915（大正 4）年まで店を残し，1896年の近江麻糸紡織会社設立に際して取締

役となり，同年の近江製油会社設立に際しては市太郎家の養子の房次郎が取締役となり，97年の近

江帆布会社設立に際して市太郎が監査役となるなど，滋賀県の会社設立にも関与した。ただし，市

太郎家の営業拠点は大阪に移っており，大阪で綿織物業に進出して金巾製織会社を設立すると，設

立当初の社長は市郎兵衛で市太郎は取締役であったが，後に市太郎が社長となり，その後，大阪の

市太郎店も綿布販売が中心となった。金巾製織会社は，1906年に大阪紡績会社と合併したが，その

（22）以下の記述は，中西聡「近世・近代日本における養子継承の歴史的位相」（坂口正彦・飯田恭編著『農
村における結合関係の比較史 日本・中国・より広い世界』日本経済評論社，2025年）167–173頁
を参照。
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表 6 能登川村阿部一族主要メンバーの滋賀県・大阪府・京都府・兵庫県の会社役員
名前 滋賀県 大阪府 京都府 兵庫県

①1901年1月現在
8代市郎兵衛 近江鉄道社長 大阪硫曹社長，近江銀行監査役 起業銀行頭取

近江製油監査役 内外綿監査役，金巾製織監査役 起業貯金銀行取締役
日本精糖監査役 真宗信徒生命保険監査役

日本絹糸紡績監査役
3代市太郎 近江麻糸紡織監査役 金巾製織社長，大阪紡績監査役 起業貯金銀行取締役

近江帆布監査役 明治紡績監査役
房次郎 近江製油取締役
3代元太郎 近江段通社長
2代彦太郎 内外綿頭取，大阪商船取締役 平安銀行頭取 播但鉄道取締役

大阪撚糸社長，大阪瓦斯取締役 第一絹糸紡績頭取
市蔵 大阪硫曹取締役，福島紡績監査役

日本繊糸監査役，河南鉄道監査役
3代市三郎 日本繊糸社長
2代喜兵衛 日本繊糸取締役，日本刷子木管社長
初代億次郎 近江段通取締役

近江製油取締役
②1911年1月現在 大阪府
3代市太郎 近江帆布取締役
房次郎 大阪紡績常務取締役，近江銀行取締役，

中之島製紙監査役
3代元太郎 城崎電灯取締役
3代彦太郎 大阪紡績取締役，内外綿取締役
市蔵 河南鉄道監査役
3代市三郎 近江鉄道社長
2代喜兵衛 摂津酒精醸造所合資業務担当社員
③1926年1月現在
10代市郎兵衛 阿部市郎兵衛商店代表 市岡商事取締役
4代市太郎 近江帆布取締役 江商社長，阿部市商店取締役，豊国土

地取締役，近江銀行監査役，東津農業
監査役

大阪製麻取締役

房次郎 日本カタン糸取締役 東洋紡績副社長，近江銀行取締役，阿
部市商店取締役，江商監査役，東津農
業取締役

3代元太郎 日本住宅社長
3代彦太郎 大阪商船取締役，角一山林土地取締役，

日本生命保険取締役，内外綿取締役，
豊国火災保険取締役，住友信託取締役，
角一ゴム合資代表社員，東洋紡績監査
役

大阪製麻取締役

金次郎 角一ゴム合資代表社員，角一山林土地
取締役，摂津酒造監査役，東洋チエイ
ン監査役

2代喜兵衛 摂津酒造社長
禎治郎 阿部市郎兵衛商店監査役 又一専務取締役，摂津酒造取締役

（出所） 中西聡「近世・近代日本における養子継承の歴史的位相」（坂口正彦・飯田恭編著『農村における結合関係の比較史』日
本経済評論社，2025年）表6–4より作成。

際に阿部家同族団を代表して，市太郎家養子の房次郎が大阪紡績会社の常務取締役となった。

阿部彦太郎（市治郎家 2 代）は市郎兵衛家から分家した父親の市治郎とともに，最幕末期は京都

で洋物を扱っていたが，明治期に入って大阪へ進出して米穀商を営んだ。
（23）

その後，相場の世界で活
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躍し，1887年に阿部一族や大阪の事業家とともに輸入棉花を扱う内外綿会社を設立してその頭取と

なった。阿部家同族団は，当初は綿紡績業よりも，そこへの原料棉花を扱ったり，製品綿糸を製織

する業種へ進出した。そして，金巾製織会社が大阪紡績会社に合併された後は，内外綿会社の経営

と大阪紡績会社の経営を担うことで，原料棉花 綿糸生産 綿布生産と綿業関連を総合的に担うこ

ととなった。その関係で，彦太郎は大阪撚糸会社社長も兼ね，大阪商船会社・大阪瓦斯会社などの

取締役も兼ねた。

阿部市蔵は，市治郎の息子で 2代彦太郎の弟であったが，自ら会社経営を行うのではなく，本家

市郎兵衛が社長を務めた大阪硫曹会社の取締役や，同族の阿部市三郎が社長を務めた日本繊糸会社

の監査役を務めるなど同族団の補佐役に徹した。ただし，市蔵の息子が 2代彦太郎の養子となって

3代彦太郎を継いだことで，後に市蔵の二人の息子（3代彦太郎と金次郎）が市治郎家の家業会社で

ある角一山林土地会社と角一ゴム合資会社を設立した。市治郎は娘婿の億次郎も阿部姓を名乗らせ

て分家させており，阿部億次郎（初代）は能登川に残り，近江段通会社取締役や近江製油会社取締

役を務めた。

5代阿部市郎兵衛には多くの子どもがおり，そこから分家喜太郎家・分家市三郎家も創出された。

これら両家は日本繊糸会社の経営を担ったが（2代喜兵衛は初代喜太郎の孫），5代市郎兵衛から見る

と，長男が 6代市郎兵衛を継承し，娘婿が阿部姓を継承して初代喜太郎となり，次男が初代市太郎

の娘婿となって 2代市太郎を継承し，3男市治郎が分家して市治郎家（後に彦太郎家）を創出し，4

男市三郎も分家して市三郎家を創出した。

このように本家市郎兵衛家が多くの分家を創出したため，構成メンバーが多彩になった阿部家同

族団であったが，本家の継承がうまく行かず，同族団としての危機を迎えた。
（24）

すなわち，多くの子

どもに恵まれた 5代市郎兵衛と異なり，6代市郎兵衛は跡取りに恵まれず，2代市太郎の息子と初

代市治郎の娘を夫婦養子にして 7代市郎兵衛とした。ところが，7代市郎兵衛も跡取りに恵まれず，

初代市三郎の息子と初代喜太郎の娘を夫婦養子として 8代市郎兵衛とした。初代市三郎には息子は

一人しかおらず，その一人が 2代市三郎を継いだが，その 2代市三郎を 8代市郎兵衛としたことに

より，分家の市三郎家はいったん自らの家を絶家することで本家の継承を維持したことになる。と

ころが，8代市郎兵衛も息子に恵まれず，一人娘の婿に 3代市三郎を継がせて市三郎家を再興して

いたため，8代市郎兵衛家が亡くなった後の本家継承は，8代市郎兵衛の一人娘とその婿（3代市三

郎）との間にできた息子が成人するまでは，8代市郎兵衛の妻（初代喜太郎の娘）が 9代目の本家当

主となって間をつなぐこととなった。3代市三郎は阿部家の血を継いでおらず，一方，8代市郎兵衛

の妻が阿部家の血を継いでいたことがこのような措置を取らせたと考えられる。こうして，阿部家

（23）東近江市史能登川の歴史編集委員会編『東近江市史 能登川の歴史』第 3巻近代・現代編，滋賀県
東近江市，2014年，83・213–224頁を参照。

（24）以下の記述は，前掲中西聡「近世・近代日本における養子継承の歴史的位相」168–172頁を参照。
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同族団は構成家である市太郎家・市治郎家・市三郎家・喜太郎家からそれぞれ息子や娘を養子・養

女として提供することで本家の継承をつないだ。

このように本家の継承に多くの分家が協力することになったのはもう一つの理由があった。それ

は，20世紀初頭の短期間に阿部家各家の当主が亡くなったことである。すなわち，1902年に 8代

市郎兵衛が亡くなると，03年に 3代喜太郎が，04年に 2代彦太郎と 7代市郎兵衛が亡くなり，7代

市郎兵衛はすでに 8代目に家督を譲っていたが，3代喜太郎は 30歳前後の働き盛りで亡くなり，2

代彦太郎も養子の 3代彦太郎がまだ 20歳代の時に亡くなったので，この 20世紀初頭は，本家のみ

でなく分家でも家継承の危機が生じていた。そのため，1904年以降は阿部一族の経営する会社が急

減した（表 6）。

その意味では，前述の田中家と同様の状況が生じたが，阿部家同族団には構成家が多く，1904年

以降も 3代市太郎とその養子房次郎，そして 3代市三郎は健在であった。それゆえ，経営する会社

は少なくなったとはいえ，阿部家同族団にとって重要な会社経営は，近江帆布は市太郎が，大阪紡

績は房次郎が，近江鉄道は市三郎が継続することができ，3代彦太郎が成長して再び内外綿の経営

を担うことで，関西地域の財界のなかでの阿部家同族団の地位を維持することができた。そして，

1920年代には，房次郎に加えて，次世代の 10代市郎兵衛・4代市太郎・3代彦太郎などが会社経営

に関わることで，再び，阿部家同族団が経営に参加する会社数は多くなった。このように，阿部家

同族団は多くの構成家を含むことで，家継承や会社経営継承の継続性に貢献したと言える。

（2）伊藤忠兵衛家の事例

伊藤家（近世期の屋号は紅屋）は近世期から近江国日枝村で呉服太物商売を行っており，初代忠兵

衛は本家の 5代伊藤長兵衛の息子で 1860（万延元）年に独立して開業した。
（25）

父の死後は兄が長兵衛

家を継ぎ，忠兵衛は分家となり，1864（元治元）年に兄長兵衛と共同経営とした。その後，1871（明

治 4）年に忠兵衛は長兵衛に従来の得意先を譲って大阪へ進出し，72年に大阪で開店し，独立して

経営した。大阪進出後の伊藤忠兵衛店は急速に成長し，1882年に京都店を開店し，86年に大阪で

洋物の直輸入店を開店した。伊藤忠兵衛家も浄土真宗を宗旨としており，初代忠兵衛は京都の起業

銀行取締役や真宗信徒生命保険会社の監査役を務めた。
（26）

また，大阪で設立された近江銀行の専務取

締役も初代忠兵衛は務めており，初代忠兵衛は阿部家同族団を含む近江商人と協調して，近江商人

系の会社設立に積極的に関与したと言える。

ところが，初代忠兵衛が 1903年に亡くなり，やはり伊藤忠兵衛家も 20世紀初頭に家継承の危機

（25）以下の記述は，宇佐美英機編著『初代伊藤忠兵衛を追慕する 在りし日の父，丸紅，そして主人』
清文堂出版，2012年，および末永國紀『近江商人の経営と理念 三方よし精神の系譜』清文堂出版，
2023年，第 11章を参照。

（26）伊藤忠商事株式会社社史編集室編『伊藤忠商事 100年』伊藤忠商事株式会社，1969年，27頁を参照。
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を迎える。跡継ぎの 2代忠兵衛は当時 18歳で，初代忠兵衛の会社経営を引き継ぐことは難しく，忠

兵衛家と会社経営との関わりは 1910年代後半まで途絶えた。その際に，忠兵衛家の分家が 2代忠兵

衛を支え，初代忠兵衛が二人の娘に婿養子を迎えて分家させたことが忠兵衛家の継承を助けた。特

に 2代忠兵衛の義兄忠三が重要で，2代忠兵衛は 1908年に伊藤忠兵衛本部を設置して，伊藤忠兵衛

一族による経営分担を明確にした。
（27）

すなわち，代表と本店・西店の主管を 2代忠兵衛，京店・染工

場主管を伊藤忠三，糸店・輸出店主管を伊藤竹之助（2代忠兵衛の姪の夫）とし，初代忠兵衛の妻の

甥で 2代忠兵衛の従兄の古川鐵治郎を本店副支配人とした。これは伊藤忠兵衛家同族団の形成を意

味し，1910年代後半からこの 4名が伊藤忠兵衛商店関連のさまざまな会社経営に関わった。

表 7を見よう。その端緒が 1914（大正 3）年の伊藤忠合名会社の設立で，業務担当社員は，伊藤

忠兵衛・伊藤忠三・伊藤竹之助の三名であった。第一次世界大戦期の好景気の時期に伊藤忠兵衛一

族は，日本絹毛紡績・大阪製麻・日本紡織などの繊維会社の経営に関わり，忠三は近江銀行の取締

役ともなった。さらに 1918年に伊藤忠兵衛家の事業を大きく二つに分けて家業会社を 2社設立し，

株式会社伊藤忠商店では，呉服太物と洋反物を扱い，伊藤忠商事株式会社では，綿糸布国内取引と

一般輸出入品を扱うことにした。
（28）

伊藤忠商店の社長は忠三で取締役に竹之助と古川鐵治郎が就任し

たのに対し，伊藤忠商事は社長が忠兵衛で専務取締役が竹之助であったので，伊藤忠商店は分家が

主に経営を担当し，伊藤忠商事を本家忠兵衛家が主に経営を担当することにしたと考えられる。

しかし，第一次世界大戦後の 1920年恐慌に対しては，伊藤忠商店と伊藤忠商事の両社ともに打撃

を受けたために，伊藤忠兵衛家同族団による経営危機に対するセーフティネットはうまく機能しな

かった。ここで，重要になったのが，伊藤忠兵衛家の本家である伊藤長兵衛家の役割である。もと

もと，伊藤長兵衛家と伊藤忠兵衛家は 1860年代後半に共同経営を行っていた。その後，伊藤忠兵衛

家は大阪へ進出して綿糸布貿易へと事業を拡大したが，伊藤長兵衛家は国内取引を基盤として，手

堅い呉服取引を継続してきた。
（29）

そのため，1920年恐慌による打撃も少なく，伊藤長兵衛家の事業と

呉服太物や洋反物を扱っていた伊藤忠商店の事業を合併して株式会社丸紅商店を設立することとし

た。新会社設立にあたり，伊藤長兵衛家は博多店と京都店を廃止して流動資産を提供して経営基盤

を固め，新会社設立に必要な多くの出資者を伊藤忠兵衛家は姻戚関係に求めた。
（30）

そして，2代忠兵

衛の妻の生家である奈良県吉野郡下市の永田家は，丸紅商店設立にあたり 5万円の出資をした（後

掲の表 9）。さらに，5代伊藤長兵衛の孫で初代忠兵衛の甥にあたる田附政治郎も出資しており，設

立された丸紅商店の経営は古川鐵治郎が担当した。

（27）前掲『伊藤忠商事 100年』41頁を参照。
（28）同上，69–71頁を参照。
（29）前掲末永國紀『近江商人の経営と理念』876–882頁を参照。
（30）前掲『伊藤忠商事 100年』80頁，および古川博康編著『明治・大正・昭和を生きた実業家 古川鉄

治郎，そして豊郷小学校』公益財団法人芙蓉会，2016年，110頁を参照。
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表 7 伊藤家会社役員の推移

会社・銀行名 所在 創業年 1917年 1920年 1923年 1926年 1931年 1936年

①2代伊藤忠兵衛

伊藤忠合名 大阪 1914 代表社員 社員 社員 社員 代表社員
日本絹毛紡績 大阪 1917 取締役 呉羽紡績（大阪，1929） 社長 社長
伊藤忠商事 大阪 1918 社長 社長 社長 社長 社長
伊藤忠商店 大阪 1918 監査役 大町紡績（大阪，1935） 代表取締役
豊国土地 大阪 1918 取締役 日本絹織（大阪，1918） 監査役
丸紅商店 大阪 1921 監査役 監査役 監査役 監査役
富山紡績 大阪 1921 社長 社長

②伊藤忠三

伊藤忠合名 大阪 1914 社員
近江銀行 大阪 1894 取締役 取締役 取締役 取締役
大阪製麻 大阪 1917 監査役 大町紡績（大阪，1935） 監査役
伊藤忠商店 大阪 1918 社長
伊藤忠商事 大阪 1918 取締役
日本絹毛紡績 大阪 1917 取締役 取締役
豊国土地 大阪 1918 監査役 監査役 監査役 取締役
丸紅商店 大阪 1921 副社長 副社長 副社長 会長

③伊藤竹之助

伊藤忠合名 大阪 1914 社員 大町紡績（大阪，1935） 代表取締役
大阪製麻 大阪 1917 取締役 東洋毛糸紡績（大阪，1932） 取締役
日本機器製作 大阪 1916 取締役 東洋毛織工業（大阪，1934） 取締役
伊藤忠商事 大阪 1918 専務 専務 専務 専務 専務
伊藤忠商店 大阪 1918 取締役 新興人絹（大阪，1933） 取締役
日本紡織 千船 1916 相談役 日伯棉花（大阪，1936） 取締役
富山紡績 大阪 1921 専務 取締役
呉羽紡績 大阪 1929 監査役 監査役

④伊藤長兵衛

売薬卸売 大阪 1893 取締役 取締役
日東捺染 城北 1915 取締役 取締役 取締役 取締役
丸紅商店 大阪 1921 社長 社長 社長 取締役

⑤古川鐵治郎

日本紡織 千船 1916 取締役 取締役
日本絹綿紡織 芥川 1917 取締役
伊藤忠商店 大阪 1918 取締役
伊藤忠商事 大阪 1918 監査役
丸紅商店 大阪 1921 専務 専務 専務 専務

⑥伊藤孝太良

伊藤忠商事 大阪 1918 監査役 取締役 取締役 監査役 監査役
大同貿易 神戸 1920 会長 会長 社長 会長

⑦伊藤茂八郎

伊藤忠商事 大阪 1918 取締役 取締役

（出所） 前掲大正6・9・12・15・昭和6・11年度『日本全国諸会社役員録』より作成。
（注） 忠三は2代忠兵衛の義兄，竹之助は2代忠兵衛の姪の夫，伊藤長兵衛は忠兵衛家の本家，古川鐵治郎は2
代忠兵衛の姪の夫の兄，孝太良は2代忠兵衛の甥，茂八郎は忠三の娘婿。会社・銀行の所在はいずれも大阪。
欄の途中の会社名の後ろの括弧内は所在・創業年。千船・城北・芥川はいずれも大阪府。
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表 8 永田家・安田家会社役員の推移

会社・銀行名 所在 創業年 1896年 1898年 1901年 1903年 1906年 1909年 1912年 1915年

①永田藤平・藤兵衛

吉野銀行 下市 1895 頭取 頭取 頭取 頭取 頭取 頭取 頭取 頭取
貯金銀行 大阪 1893 取締役 取締役
吉野材木銀行 上市 1898 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役
（旧）吉野鉄道 御所 1900 取締役 五十八銀行（大阪，1897）
大阪鉱業 大阪→下市 1895 取締役 顧問
吉野軽便鉄道→吉野鉄道 大淀 1911 取締役 取締役
大和電気 五條→大淀 1910
洞川電気索道 下市 1912 　 社長
吉野桶木 大淀 1914 　 取締役

②安田行蔵

吉野桶木 大淀 1914 取締役
大阪鉱業 大阪→下市 1895 取締役
吉野銀行→南都銀行 下市→奈良 1895
藤村酒造 下市 1926

（出所） 中西聡「林業資産家と近代日本資本主義」（中西聡編著『近代吉野林業と地域社会』日本経済評論社，2024年）表序 4
より作成。

（注） 永田家の1909年欄までは12代藤平，12年欄以降は13代藤兵衛，26年欄以降は14代藤兵衛。ただし，吉野銀行頭取は
1906年欄より13代藤兵衛。五十八銀行は当初第五十八国立銀行として1878年に設立。貯金銀行は1902年に解散。（旧）吉野
鉄道は1902年に解散。吉野軽便鉄道は，1913年に吉野鉄道と改称し，29年に大阪電気軌道に合併。吉野材木銀行は1917年
に吉野銀行に合併。大和電気は1921年に宇治川電気に合併。欄の途中の会社名の後ろの括弧内は所在と創業年。なお，1932
年以降の吉野桶木では，13代藤兵衛の弟の郁三も監査役になっていた。吉野銀行欄の1935年以降は南都銀行。常務は常務取
締役。所在の大阪以外はいずれも奈良県。

1920年前半の伊藤忠兵衛家は経営再建に集中し，経営を多角化する余裕はなかったが，伊藤忠商

事が買い付けたものの，1920年恐慌で売れなくなった紡績機械を利用するために，21年に設立され

た富山紡績会社の社長に，23年に伊藤忠兵衛が選ばれ，伊藤忠兵衛家は 20年代後半に綿紡績事業に

参入した。
（31）

そして，1929（昭和 4）年に最新鋭の紡績機械を導入して呉羽紡績会社を設立した。呉羽

紡績会社設立に際しても，伊藤忠兵衛家は親戚に出資を求め，前述の永田家は 1929年に 18,750円

を出資し，37年の増資の際も 37,500円の出資をした（後掲の表 9）。伊藤忠兵衛家は，1920年代後

半から人絹糸分野へも進出し，30年代に，さらに人絹織物・毛織物分野へも進出して総合繊維メー

カー兼商社となった。

3 大阪周辺地域の事業家の家業と投資活動

（1）永田藤兵衛家の事例

前述のように，永田家は，逸身家同族団や伊藤忠兵衛家の活動を資金面で支えたが，永田家自身

（31）前掲『伊藤忠商事 100年』95–97頁を参照。
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1917年 1920年 1922年 1926年 1929年 1932年 1935年 1937年

頭取 頭取 頭取
藤村酒造（下市，1926） 取締役 取締役 取締役

取締役 奈良信託（奈良，1926） 監査役 監査役 取締役 取締役
監査役 監査役 監査役

水交会（奈良，1928） 監査役 監査役 監査役
取締役 取締役 取締役 取締役
取締役 取締役
社長 社長 社長 取締役 取締役
社長 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役

取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役
吉野山架空ケーブル（吉野，1927） 取締役

取締役 常務 常務 監査役 監査役
取締役 取締役 取締役

の事業展開を確認する。
（32）

永田家は，奈良県吉野郡下市で 18世紀から林業を営んでおり，近世期の屋

号は廣瀬屋であった。近世後期の当主が堺から来たこともあり，摂津国の醸造家向けの樽丸・桶木

の販売で近世期から大坂地域とのつながりはあった。直接の大阪との姻戚関係の形成は，1888（明

治 21）年の永田家 12代当主の娘二人と逸身佐一郎・福本元之助の結婚が最初であったが，永田家

12代当主の弟が養子として 7代当主を継いだ奈良県吉野郡鷲家口の安田家も，その安田家 7代当主

の息子が，93年に大阪の薬種商坂上家へ，96年に大阪の材木商清水家へそれぞれ養子に入った。そ

の後も永田家は，12代当主の娘が大阪府貝塚の廣海家に嫁に行き，13代当主の弟の妻を同じ廣海家

から迎えた。さらに永田家 13代当主の娘が 2代伊藤忠兵衛の妻となり，永田家 14代当主の妻を大

阪の銀行家川上家から迎えた。安田家から坂上家に養子に入った 11代坂上家当主は，この川上家か

ら妻を迎えており，永田家と安田家は，大阪方面と何層にも連なる姻戚関係を形成した。

永田家・安田家の会社役員を表 8で見ると，永田家は逸身家との関係で貯金銀行と大阪鉱業の経

営に参加し，大阪鉱業は，本社機能を大阪から永田家の居所の奈良県吉野郡下市に移し，1910年代

には永田家が経営を主導した。ただし，それは永田家が鉱業経営に多角化したかったのではなく，

大阪鉱業の経営を軌道に乗せて逸身家の再建を図る目的があった。
（33）

実際，永田家の主導の下で，大

阪鉱業の経営が改善され，会社の価値が高まった段階で，大阪鉱業の主要炭鉱は三井鉱山会社に売

却されており，その結果，永田家や逸身家はかなりの売却益を確保した。逸身佐一郎家は，それに

（32）以下の記述は，前掲中西聡「林業資産家と近代日本資本主義」5–7頁，および前掲中西聡編著『近代
吉野林業と地域社会』巻頭系図を参照。

（33）以下の記述は，前掲北澤満「大阪鉱業株式会社と永田家」を参照。
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表 9 永田家主要株式売買の動向

銘柄 所在 1895年 1897年 1903年 1907年 1911年 1914年 1916年 1918年

吉野銀行→南都銀行 下市→奈良 Δ3,819 Δ4,816 Δ2,520 Δ688 Δ17,752
吉野材木銀行 上市 Δ320 Δ1,260 Δ4,387
大阪鉱業 大阪→下市 Δ7,839 Δ735 Δ150 3,435
（旧）吉野鉄道 御所 1,209（清算）
尼崎紡績→大日本紡績 尼崎 Δ6,330 10,951 Δ72,079 Δ3,717
吉野鉄道→大阪電気軌道 大淀→大阪 Δ10,500 Δ3,750 Δ2,385
洞川電気索道 下市 Δ9,070 Δ2,173
吉野桶木 大淀 Δ1,531
大和電気→宇治川電気 大淀→大阪 Δ15,173
吉野製糸 大淀 Δ125 Δ688
丸紅商店 大阪
大正水力電気→宇治川電気 神戸→大阪

その他とも計 Δ7,249 Δ7,296 Δ7,980 Δ13,863 Δ444 Δ15,566 Δ88,767 Δ33,061

（出所） 前掲中西聡「林業資産家と近代日本資本主義」表序–5・6，大正10年「総勘定元帳」（永田家文書，永田家蔵，奈良県立図書情報館寄託）
より作成。

（注） 各年とも帳簿に沿った1年間分を示したので、当年1～12月とは限らない。無印は収入、Δ印は支出。家族名義分の収支も合わせて示し
た。株式払込も含む。欄の途中の会社名の後ろの括弧内は所在を示す。所在は，前掲由井常彦・浅野俊光編『日本全国諸会社役員録』全16巻，
後藤靖解題『銀行会社要録』第2巻，柏書房，1989年より。吉野軽便鉄道は13年より吉野鉄道，吉野材木銀行は1917年に吉野銀行に合併。尼
崎紡績は，1918年6月に摂津紡績と合併して大日本紡績。大和電気は1921年，大正水力電気は22年にそれぞれ宇治川電気に合併。吉野鉄道
は29年に大阪電気軌道に合併。吉野銀行は他の銀行と合同して1934年に南都銀行。永田家が役員を務めた会社および表に示した年に10,000
円以上の出資をした会社について，表に示した年の株式売買を示した。合計欄はその他の銘柄の株式・公社債売買を含む。

よって逸身銀行整理の際に，永田家から受けた救済融資を返済し，1920年代には，福本元之助家と

逸身佐一郎家は，共同で資産運用会社の福本会社を設立した。その点では，逸身家再建はある程度

成功した。一方，地元吉野郡では，永田家は吉野銀行・大和電気会社・洞川電気索道会社・吉野鉄道

会社の経営を通して産業・生活インフラ整備に寄与しており，家業の林業においても，天ノ川流域

に進出して大規模な製材事業を行ったり，吉野桶木会社を設立して樽丸・桶木の各地への販売を拡

大するなど，積極的な経営展開を遂げて吉野郡で有力な林業家であり続けた。
（34）

永田家の吉野郡での

事業展開を支えたのが，安田家 8代当主で，永田家 13代当主の妻の弟であった安田行蔵で，彼は，

永田家 13代当主が 1924（大正 13）年に亡くなって吉野銀行役員と永田家との関係がなくなった後

も，吉野銀行役員に残り，その後吉野銀行常務取締役を務めた。吉野桶木会社も永田家とともに安

田行蔵が経営を担い，安田家 7代当主の妻の生家で，吉野郡下市で酒造業を営んでいた藤村家の家

業が経営危機を迎えた際に，安田行蔵は永田家の協力を得て，1926（昭和元）年に藤村酒造会社を

設立し，安田行蔵と永田家 14代当主はともに藤村酒造取締役となった。永田家や安田家は大阪のみ

でなく，吉野郡でも親族の経営危機を支援していた。

その点は，永田家の株式投資からも窺われる。表 9を見よう。1910年代前半までの永田家の主要

な株式投資先は，経営に関わった地元の吉野銀行・吉野材木銀行・吉野鉄道・洞川電気索道であっ

（34）前掲中西聡「林業資産家と近代日本資本主義」13–20頁を参照。
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金額の単位：円

1920年 1921年 1922年 1924年 1926年 1929年 1931年 1933年 1935年 1937年

Δ95,598 Δ74,635 Δ73,138 Δ85,200 43,080
奈良信託（奈良） Δ31,250
藤村酒造（下市） Δ25,000 Δ15,000

呉羽紡績（大阪） Δ18,750 Δ37,500
Δ9,558 Δ95,436 大阪製鎖造機（大阪） 37,006

Δ19,000 Δ38,000 Δ13,628 Δ13,813 11,550 Δ2,700
9,700

2,750
Δ144,480 Δ73,090 Δ526,813 79,418 Δ143,535 Δ71,520 337,500
Δ5,042 Δ27,184 Δ3,920

Δ50,000 20,000
Δ14,325 1,615

Δ263,578 Δ353,588 Δ610,937 Δ41,032 Δ80,538 Δ180,183 Δ60,240 338,994 11,535 37,626

た。大阪方面では 1903年に大阪鉱業会社にかなり出資したが，16年に尼崎紡績会社に出資した約

72,000円はこれまでの株式投資に比して桁違いに多く，尼崎紡績の同年の増資に対応するためと考

えられる。その後，1920年には吉野銀行へも約 96,000円の出資が見られたが，それ以上に大和電

気会社へ約 144,000円，21年に大和電気会社へ約 73,000円，22年に宇治川電気会社へ約 527,000

円と巨額の出資を電力会社へ行っており，これらは吉野郡での電源開発に対応するとともに，永田

家による電気インフラを利用した大規模製材事業への進出を背景としていた。その一方で，永田家

は，大阪方面では 1921年に大日本紡績会社へ約 95,000円の出資をするとともに，前述の同年の丸

紅商店会社設立の際に 50,000円の出資を，1929年の呉羽紡績会社設立の際には 18,750円の出資を

した。1926年の藤村酒造会社設立の際にも，永田家は 25,000円の出資をしており，35年には藤村

酒造へ 15,000円の追加出資をした。丸紅商店設立時の 5万円の出資と呉羽紡績設立時の 18,750円

の出資は，親族の伊藤忠兵衛家の支援，藤村酒造への合計 4万円の出資は親族の藤村家への支援と

考えられる。もっとも，1937年の呉羽紡績会社への 37,500円の出資は，同社の増資に対応するた

めと思われ，37年には呉羽紡績の業績はかなり良かったので，永田家としても喜ぶべき追加出資で

もあり，大阪製鎖造機会社株を売却してそれに充当した。

地元会社株では，大和電気が 1921年に宇治川電気に合併されたため，大和電気株が宇治川電気

株となったが，大和電気会社が建設した（建設途上の）吉野郡の水力発電所が宇治川電気会社に引き

継がれたため，吉野郡の林業家にとって宇治川電気会社との利害関係は，大和電気会社がなくなっ

て以降も残り，永田家も含めて吉野郡の主要林業家は宇治川電気株を所有し続けた。そのため，昭

和恐慌期まで宇治川電気会社の主要株主に吉野郡の主要林業家が上げられたが，
（35）

永田家は 1933年

（35）山一証券株式会社調査部編『株式社債年鑑』（昭和 7年度）山一証券株式会社，1932年，162頁を参
照。
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に宇治川電気株を大量に売却した。それにより，永田家は昭和恐慌期の負債を償却したと考えられ

る。また，永田家 13代当主が 1924年に亡くなり，永田家と吉野銀行役員との関係がなくなった後

も，永田家は吉野銀行株を所有し続けた。親族の安田行蔵が常務取締役になったこともあろうが，

永田家にとって吉野銀行は設立時から永田家当主が頭取を務め続けた特別な銀行であり，1934年に

吉野銀行を含めて奈良県の主要銀行が合併して南都銀行を設立した際に，永田家は吉野銀行株から

転換した南都銀行株を所有していたため，南都銀行主要株主の第 2位を占めた。
（36）

ただし，南都銀行

になって以降は，安田行蔵も監査役を務めるにとどまり，永田家との関係も少なくなり，永田家は

1937年に南都銀行株をかなり売却した。

（2）廣海惣太郎家の事例

永田家は逸身家と同様に，大阪府貝塚の廣海家とも，同世代で二重の婚姻を結び，逸身家と廣海

家も同世代で二重の親族となったので，続いて廣海家の事業展開を確認する。同家は，和泉国貝塚

で 1835（天保 6）年から廻船問屋を営み，近代期は肥料商へ転換した。
（37）

1835年の廣海家創設は貝塚

の明瀬家が娘に摂津国鳴尾の辰馬半右衛門家から婿養子を迎えて分家させたものであり，酒造家と

商家の姻戚関係となった。幕末維新期の廣海家は貝塚湊最大の廻船問屋で米穀・肥料を扱い，その

後，専ら肥料を扱って卸小売商を兼ねたが，その経営規模は泉南地域最大であり，廣海家 3代当主

時代に姻戚関係が広域化した。
（38）

3代当主惣太郎の妻は大阪府富田林の田守家から来たが，二人の間に多くの子どもが誕生し，長

女は大阪府堺の河盛家へ嫁に行き，次女は廣海家 2代当主の息子と結婚し，長男（後の 4代当主）は

奈良県吉野郡下市の永田家から妻を迎え，3女は富田林の田守家へ嫁に行き，4女は下市の永田家へ

嫁に行き，5女は大阪府の相馬家へ嫁に行き，5代当主の妻を当時京都在住の本咲家から迎えた。こ

のように 3代当主の時代に，田守家・河盛家・永田家・相馬家・本咲家と姻戚関係となったが，こ

れらはいずれも有力資産家であった。しかも，永田家に加えて，廣海家は田守家とも世代を跨いで

二重に婚姻を結び，本咲家当主も田守家から妻を迎えていたので，廣海家は本咲家とも世代を跨い

で姻戚関係となった。

このように近代期に廣海家の姻戚関係は広域化したが，廣海家が経営に関わった会社は地元貝塚

とその隣の岸和田の会社に限定された。表 10を見よう。廣海家当主は，地元貝塚の貝塚銀行の頭取

と隣町の岸和田に設立された岸和田煉瓦会社の取締役を長期間にわたって務めたが，大阪の銀行・

会社の役員を務めることはほとんどなかった。兵庫県今津に設立された本辰酒造会社は，3代廣海

（36）昭和 12年版『日本全国銀行会社録』商業興信所，1937年，下編 45頁を参照。
（37）以下の記述は，中西聡「廣海家の概観」（前掲石井寛治・中西聡編著『産業化と商家経営』）21–34頁

を参照。
（38）以下の記述は，前掲中西聡編著『近代吉野林業と地域社会』巻頭系図を参照。
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表 10 廣海家の会社役員の推移

会社・銀行名 所在 創業年 1897年 1902年 1907年 1913年 1917年 1920年 1923年 1926年 1931年 1936年

貝塚銀行 貝塚 1896 頭取 取締役 頭取 頭取 頭取 頭取 頭取 頭取 頭取 頭取
岸和田煉瓦（綿業） 岸和田 1887 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役 取締役
貝塚煉瓦 貝塚 1894 1）取締役 和泉帆布（貝塚，1918） 相談役
泉醬油 貝塚 1912 監査役 監査役 監査役 取締役 取締役 監査役
貝塚織物→貝塚紡織 貝塚 1911 相談役 相談役 相談役 監査役 監査役
本辰酒造 今津 1915 取締役 取締役 取締役 取締役
東洋商工 貝塚 1918 監査役 監査役 監査役
泉州物産 大阪 1918 監査役 日本絹靴下（貝塚，1934）2）取締役

（出所） 前掲由井常彦・浅野俊光編『日本全国諸会社役員録』第2・6・11巻，大正2・6・9・12・15・昭和6・11年版『日本全国
諸会社役員録』商業興信所，1913・17・20・23・26・31・36年より作成。

（注） 岸和田煉瓦欄の1920年欄以降は，岸和田煉瓦綿業として。欄の途中の会社名の後ろの括弧内は所在と創業年。無印は惣太
郎，1)は益十郎，2)昌蔵として。貝塚と岸和田は大阪府，今津は兵庫県。

家当主の生家の辰馬半右衛門家の家業との関連で設立されており，廣海家もその関係で，例外的に

貝塚・岸和田以外の会社役員として務めたと考えられる。その一方で，株式投資では，廣海家も大

阪方面の会社に積極的に出資した。

表 11を見よう。永田家と同様に，廣海家も 1900年代前半までは貝塚・岸和田の地元銀行・会社へ

の株式投資がほとんどであったが，泉南地域も路線としたため創業期から廣海家は大阪に本社のある

南海鉄道会社に出資していた。そして，本格的に大阪方面の会社に廣海家が出資したのが 1916（大

正 5）年である。この年に，廣海家は新たに尼崎紡績会社に約 17,000円，摂津紡績会社に約 17,000

円，川崎造船所会社に約 22,000円を出資した。同年には，塩水港製糖会社に約 12,000円，日本郵

船会社に約 11,000円を出資しており，尼崎紡績会社への出資が特別に多かったわけではない。第一

次世界大戦期のブームを見て，地元株ではなく証券市場で取引される中央株を廣海家も購入するよ

うになったと言える。
（39）

ところが，その後，尼崎紡績（後に大日本紡績）への出資が 1916～20年に急

増した。1918年は尼崎紡績と摂津紡績が合併されて大日本紡績となったので，同年の大日本紡績へ

の新規出資額は約 9,000円にとどまるが，17年に約 4万円，19年に約 10万円，20年に約 5万円の

追加出資が行われて，1920年末時点の廣海家の大日本紡績株の所有残額は約 25万円となった。

もっとも 1920年恐慌の影響もあり，20年代の大日本紡績株の評価はそれほど高まらず，20年代

の廣海家の株式投資は，岸和田紡績会社・貝塚銀行・貝塚織物など地元会社株へ向かった。その結

果，廣海家の株式投資残額は 1920年代後半には 70万円を上回るようになった。その後，昭和恐慌

期に大日本紡績株の株価が下落したため，廣海家は大日本紡績株を大量に売却し，同家の株式投資

残額も 1930年代初頭に 50万円を下回った。ただし，昭和恐慌期も貝塚銀行や岸和田煉瓦綿業会社

の役員は継続しており，貝塚銀行株や岸和田煉瓦綿業株の所有は続けた。その後の景気回復過程に

（39）大阪証券市場での中央株の銘柄は，塩川藤吉編『大株五十年史』大阪株式取引所，1928年を参照。
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表 11 廣海家株式投資の動向

会社名
五十一 岸和田 岸和田 岸和田

南海鉄道 貝塚銀行 貝塚織物 和泉紡績 本辰酒造
その他とも

銀行 煉瓦 紡績 銀行 地元株計

年末 岸和田 岸和田 岸和田 岸和田 大阪 貝塚 貝塚 北掃守 今津

1896 5,175 4,978 2,500 11,000 2,340 2,400 31,418
1902 6,819 5,710 2,700 合併 20,271 7,954 44,969
1908 4,041 16,723 2,205 28,117 13,161 79,021

1912 4,677 16,723 1,440 34,322 16,341 10,700 625 91,338
1915 4,677 16,723 27,666 20,185 22,191 10,700 1,750 10,000 122,526
1916 4,677 16,723 30,541 20,185 25,701 10,700 10,000 124,046
1917 4,677 16,723 27,969 21,730 32,721 10,700 17,500 138,350
1918 6,052 16,720 13,681 25,555 49,491 10,700 20,000 161,253
1919 8,802 21,380 22,931 和泉

貯蓄銀行
（岸和田）

15,618 49,491 10,700 30,000 184,751
1920 8,802 32,970 29,931 15,618 59,241 39,750 30,000 239,796

1922 10,989 46,360 70,614 30,418 59,246 51,700 15,818 30,000 335,560
1924 10,989 46,360 72,734 11,466 35,813 68,996 64,280 19,138 30,000 377,989
1926 10,989 57,950 78,836 11,466 45,688 67,641 64,280 27,988 30,000 423,181
1928 3,750 57,950 78,836 11,466 45,688 66,631 64,280 27,988 30,000 408,541
1930 3,750 57,950 78,836 11,466 45,688 66,631 31,820 27,988 32,775 371,861

1932 3,750 57,950 68,659 11,466 45,688 67,131 31,820 11,177 32,775 346,711
1934 3,750 57,950 76,304 17,870 67,396 67,651 31,820 11,178 32,775 388,177
1936 3,750 57,950 76,304 17,870 67,396 67,651 16,719 5,008 32,775 377,643
1938 3,750 55,450 62,331 13,783 77,002 58,952 8,609 32,775 344,373

（出所） 中西聡『資産家資本主義の生成』慶應義塾大学出版会，2019年，表3–4より作成。
（注） 金額はいずれも廣海家史料での各年末時点の株式評価額で，主要株式として1880年代に所有額が1,000円を超えた株式
およびこの表で示した年代に所有額が10,000円を越えた株式を示した。欄の途中で会社名を示した場合はその下段に所在
を括弧書きで示した。岸和田銀行は1902年に五十一銀行と合併。貝塚織物は1910年まで合資会社で11年から株式会社。摂
津紡績は1918年6月に尼崎紡績と合併して大日本紡績となり、18年末以降の尼崎紡績欄は大日本紡績のこと。岸和田煉瓦
は1920年1月に岸和田煉瓦綿業に社名変更。貝塚織物は1920年3月に貝塚紡織に社名変更。和泉貯蓄銀行は1934年8月に
和泉銀行に合併。地元会社は泉南郡を企業を示すが，泉南郡と密接な関係を有する南海電鉄，廣海家と姻戚関係にある家の
関連企業も地元会社に含めた。会社名の下の欄は所在で，岸和田・貝塚・北掃守はいずれも大阪府。今津は兵庫県。

おいても，廣海家の地元株志向は続き，株式所有額の 3分の 2が地元株で 3分の 1が中央株という

比率でおおむね推移した。

このような廣海家の株式投資を全体的に概観すると，基本的には地元株志向が強かったものの，第

一次世界大戦期に証券市場に上場されて取引される中央株に対する株式売買で利益を獲得しようと

する志向が一時的に見られたと考えられる。
（40）

そのなかで，尼崎紡績（後の大日本紡績）株は異質で，

本来は，株式売買での収益獲得を狙った中央株に分類されるはずであるが，同社株に対して廣海家

は，1910年代後半から 20年代前半の株価上昇期と株価下落時にほとんど売却せず，大量に購入し

たまま安定株主として所有し続けた。表 11に戻ると，右欄のなかで第一次世界大戦期に購入した東

洋汽船株・川崎造船所株・塩水港製糖株・日本郵船株・大阪商船株などは，1920年恐慌までにほと

んどを売却しているが，尼崎紡績（摂津紡績）株（18年以降は大日本紡績株）の特徴がよく見て取れ

る。おそらく，安定株主として廣海家が機能したのは，姻戚の福本元之助が尼崎紡績（大日本紡績）
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金額の単位：円

尼崎紡績 摂津紡績 朝鮮銀行 東洋汽船
川崎 塩水港

日本郵船 大阪商船
その他とも

総計
造船所 製糖 非地元株計

尼崎 大阪 京城 東京 神戸 台北 東京 大阪
8,572 39,990
2,355 47,324
2,971 81,992

21,939 28,240 119,579
3,400 25,689 15,250 66,554 189,080

20,450 17,040 25,689 13,562 22,064 12,310 11,180 143,772 267,818

59,335 26,550 25,689 10,850 24,564 台湾銀行
（台北）

44,415 205,621 343,971
94,585 合併 25,138 9,498 24,990 11,560 10,470 195,212 356,465

197,983 36,388 2,500 大同電力 11,181 45,970 日本綿花 322,615 507,367

246,859 大日本
麦酒
（東京）

36,388 280 5,603 12,431 20,060 348,200 587,997

246,859 37,500 日本
窒素肥料
（大阪）

6,069 8,750
日本生命
（東京）

328,963 664,524
218,495 37,500 10,000 8,750 298,727 676,716
206,175 32,976 18,750 10,000 6,103 三菱銀行

（東京）
298,707 721,888

146,086 23,346 18,750 25,300 24,268 2,100 32,520 302,292 710,834
16,920 13,201 日本

染料製造
31,425 24,268 台湾製糖 住友

金属工業
（大阪）

10,000 124,959 496,820

16,920 13,201 47,625 24,268 7,010 5,800 152,698 499,409
16,920 13,201 9,644 33,295 24,268 16,995 5,800 178,033 566,209
20,445 13,201 18,669 33,295 25,483 16,995 11,700 5,800 205,537 583,180
7,625 10,145 26,919 34,375 3,660 9,985 17,325 5,800 175,785 520,158

役員であったことの影響があったと考えられる。

4 親族関係のセーフティネット

（1）経営破綻の際の債務引き受け

本節では，親族関係が果たすセーフティネットの役割を考察する。まず経営破綻の際の債務を親

族に肩代わりしてもらう可能性がある。前述のように兵庫県伊丹の酒造家小西新右衛門家は，近世

期から大坂の両替商の鴻池善右衛門家や加島屋（長田）作兵衛家と姻戚関係となったが，近世大坂

を代表する両替商であった長田家は，明治維新は陸軍省や豊岡県・飾磨県・香川県の官金取り扱い

を家業とした。
（41）

ところが，廃藩置県後の維新政府により旧大名貸債権（藩債）の処分政策のなかで，

1873（明治 6）年の新旧公債の発行で，旧両替商の主要資産であった藩債の多くが棄債され，多く

の旧両替商が没落したとされる。

（40）花井俊介「大正・昭和戦前期の有価証券投資」（前掲石井寛治・中西聡編著『産業化と商家経営』）を
参照。

（41）以下の記述は，濱田恭幸「旧両替商長田家の処分と小西家」（前掲飯塚一幸編『近代移行期の酒造業
と地域社会』）を参照。
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長田家も，1873年の新旧公債発行と陸軍省による官金上納命令によって破産した。そして，長田

家は親族である旧両替商の三井家と酒造家の小西家の助力を得て，負債処理を行うことを目指した。

その過程で，長田家が三井家に預けていた茶道具類を，長田家の意思に反して三井家が処分しよう

としたことから，長田家と三井家が裁判で争うことになった。その仲裁に小西家が乗り出した過程

で，三井家が長田家の提案を受け入れるならば，小西家が長田家の再興資金として 15,000円を提供

することを約束した。それ以外にも，小西家は裁判にかかる諸費用や裁判の進行に関する連絡など

を引き受け，結果的に，長田家は三井家と小西家からそれぞれ養子を入れて再興された。その後の

小西家の家計のなかに長田家からの「預ケ金」の項目が設けられ，長田家の本宅・別宅の生活資金・

資産の管理を長田家は小西家に委託した。小西家が長田家を支援した理由について，近世以来の親

族としての両家の密接な関係が大きいとされている。

一方，1901年の逸身銀行破綻の際も，債務の一部を逸身家親族の永田家が肩代わりすることが

あった。
（42）

すなわち，永田家は，逸身銀行の負債に永田家所有山林を抵当に入れ，逸身家の財産で債

務返済が完了しない場合は，抵当に入れた永田家所有山林で残りを返済することを約束した。結果

的に，逸身家の財産で債務返済が完了しなかった分のなかから，永田家は 4万円分を代弁すること

となり，その 4万円分は，その後，逸身家所有社債および大阪鉱業会社清算金で逸身家は永田家に

返済した。そのためにも，永田家は大阪鉱業会社の経営が破綻しないように努める必要があったが，

それのみではなく，逸身銀行破綻後の逸身佐一郎家は永田家を頼って奈良県吉野郡下市に転住して

おり，永田家の隣近所に住み，永田家の家計帳簿には，「逸身内部」の項目が仮払金勘定で上げられ，

永田家が逸身佐一郎家の生活資金を立て替えて支払い，後日それを逸身佐一郎家が永田家に返済す

る形で，永田家が逸身家の生活の面倒まで見ていた。

そして，永田家 14代当主の妻の生家であった川上家が経営する川上銀行が 1926（昭和元）～27

年に破綻した際にも，同様の状況が生じた。
（43）

すなわち 1927年 1月に永田家は川上銀行救済金とし

て 35,000円を供出し，さらに，吉野銀行が川上銀行に持っていた貸付金 16,800円の返済を，川上

銀行に代わって永田家が吉野銀行に返済した。これらを合わせて永田家は川上家に約 5万円の支援

をしたことになる。さらに，14代当主の妻の母親（川上家 3代当主の妻）は，太平洋戦争期に永田家

を頼り，その後第二次世界大戦後も永田家に住んだ。それ以外にも，永田家は困窮した親族に生活

費を毎年支給しており，
（44）

こうした生活支援も，姻戚関係のセーフティネットとして大きかったと考

えられる。

（42）以下の記述は，中西聡「逸身銀行・吉野銀行と永田家」（前掲中西聡編著『近代吉野林業と地域社会』）
242–244頁を参照。

（43）前掲中西聡「永田家の消費生活と姻戚関係」372頁を参照。
（44）昭和 3～18年，各年度「総勘定元帳」（永田家文書，永田家蔵）の贈与金の項を参照。
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（2）安定株主あるいは経営再建のための出資

今一つの姻戚関係のセーフティネットの役割として，出資者としての役割がある。例えば，1910

年代の尼崎紡績では，11（明治 44）年に福本元之助と廣瀬茂一が新たに取締役となり，廣瀬茂一が，

14（大正 3）年に東京紡績を視察した。
（45）

東京紡績は 1906年から新工場の建設を始めたが，それが大き

な負担となって配当率が落ち込んでいた。東京紡績での視察を終えた廣瀬は同時期に取締役になっ

た福本元之助に東京紡績の苦境について相談した。この背景には，福本元之助が 1911年に取締役に

昇任の話が出た際に，福本自身が廣瀬の人格を考えると，自分ではなく廣瀬を取締役にすべきと主

張し，結果的に福本と廣瀬の両方が取締役になったとの経緯があったとされる。福本は尼崎紡績が

新工場を建設するよりは，東京紡績を合併して東京での足場を作った方がよいと提案した。結果的

に，尼崎紡績は福本らの献策を入れて東京紡績を合併し，それを契機に尼崎紡績は積極的な合併策

に乗り出した。例えば，1915年に尼崎紡績は日本紡績を合併し，日本絹毛紡績会社も併せて設立し

て福本元之助は同社の取締役となった。さらに，1917年に摂津紡績と合同することが決まり，それ

によって大日本紡績と改称した。

大日本紡績会社となっても，本社は尼崎にあり，経営陣も尼崎紡績出身者が中心であった。その

なかで福本元之助の発言力が次第に強まり，1924年に福本は大日本紡績会社の副社長となった。こ

の間，尼崎紡績（大日本紡績）の資本金は，15年 644万円，16年 754万円，17年 1,250万円，18

年 3,050万円と毎年増大した。
（46）

合併による増大もあるが，新たな増資も行っており，新たな増資分

に対して，福本との関係から永田家・廣海家はこの時期大日本紡績へ多額の出資をした。大日本紡

績としても，増資分の購入者が安定株主であった方が経営の安定につながるので，重役の親族の株

式購入は望むところだと思われる。

また，前述のように，1920年恐慌時で大打撃を受けた伊藤忠兵衛家は，本家の支援と親族の出資

で乗り切った。その時の状況を，『伊藤忠商事 100年史』は，「伊藤家全事業ノ損失ワ全私財ノ数倍

カケテモオヨバヌ巨額トナッタ．（中略）南洋貿易ヲ主トスル神戸支店ヲ独立サセテ，大同貿易ヲツ

クッタ（大正 9年 9月）．（中略）伊藤長兵衛ニ交渉シテ同家ノ事業ト合併シテ株式会社丸紅商店ヲツ

クルコトニナッタ（大正 10年 3月）．伊藤長兵衛ワ博多行町ノ店ト，京都室町ノ支店ヲ廃止スルトト

モニ，流動財産ヲ出資シテ丸紅商店ノ営業ノ基盤ヲカタメタ．（中略）ノコサレタ伊藤 5家ワ財産ニ

数倍スル債務ヲオイ，伊藤忠商事モイワユル満身傷ダラケノ姿デ営業ヲツズケタ．（中略）丸紅商店

ガ最初ニ回復シタ．ツギニ大同貿易ガタチアガリ伊藤忠商事ワソノアトダッタ．ソシテ最後ガワレ

ワレ一族デ，資産ト負債ガバランスシタノワ，ヨウヤク昭和 10年ゴロデアッタ．」と記している。
（47）

（45）以下の記述は，中西聡「尼崎紡績第 3代社長・福本元之助」（井奥成彦編著『時代を超えた経営者た
ち』日本経済評論社，2017年）を参照。

（46）以下の記述は，前掲中西聡『資産家資本主義の生成』189–191頁を参照。
（47）前掲『伊藤忠商事 100年』80頁を参照。
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また，この当時の状況を後に回顧した三木謙吉（元丸紅商店常務）は，「この際両家合体して協力

一致，業界制覇を図るを得策として，往時の如く両家合体し新に田附政次郎様，永田藤兵衛様，若

林様一家等の親族も参加され（中略），大正 10年 3月 10日，資本金 5百万円の株式
マ マ

市場丸紅商店が

成立して，両伊藤家の事業はこれに継承された」と
（48）

述べた。田附政次郎と永田藤兵衛と伊藤家の関

係は前述したが，若林家は当時の伊藤長兵衛家当主（婿養子）の生家である。
（49）

阿部家同族団のよう

に構成家が多ければ，同族団のなかで経営危機への対応や新会社の設立が可能であったものの，当

時の伊藤忠兵衛家同族団は，構成家が本家と分家と古川家を合わせて 4家と考えられ，出資者を求

める場合は，総本家や同族団には入らない親族まで範囲を広げる必要があったのであろう。

おわりに

本稿で論じた事例を加味して，近代期の大阪地域の銀行・会社設立の歴史的位相を検討して本稿

のまとめとしたい。まず維新期の大阪地域では，両替商・肥料商の銀行設立が進み，集めた資金を

基盤に会社設立が進められたといえる。逸身銀行をはじめ両替商系銀行の設立や，田中市兵衛・金

澤仁兵衛らによる第四十二国立銀行の設立などがこれにあたる。その一方で，五代友厚・藤田傳三

郎・住友吉左衛門家ら政商系グループは，主に鉱業に進出しており，両替商や肥料商と政商系グルー

プにあまり接点はなかったが，東京資本に対抗するための大阪資本の糾合の側面では協調すること

が可能で，大阪商船会社は，多様な大阪資本を糾合して設立された。
（50）

1880年代後半から 1900年代前半にかけて企業勃興・産業革命期になるが，この時期の大阪およ

びその周辺地域の主要会社を表 12で示した。1990年代までは，綿業を中心に新旧大阪商人が協力

して株式会社を設立して経営する側面が見られた。例えば，大阪紡績は松本重太郎，尼崎紡績は福

本元之助，摂津紡績は平野平兵衛，日本紡績は金澤仁兵衛，金巾製織は阿部市太郎，平野紡績は金

澤仁兵衛，天満紡績は岡橋治助，内外綿は阿部彦太郎，日本綿花は田中市兵衛・竹尾治右衛門など

である。表 1に戻って確認すると，松本重太郎・岡橋治助は新興商人に分類されており，阿部市太

郎と阿部彦太郎も近代期に大阪に進出した点では新興商人に分類してよいであろう。一方，福本元

之助・金澤仁兵衛・田中市兵衛・竹尾治右衛門は近世来の大阪商人となる。これらが創業家と呼ん

でよい存在となる。

ところが，1900年代に会社経営から創業家が撤退する事態が生じた。その原因は，創業家の家業

や銀行の破綻や創業家当主の死去などである。例えば，1901（明治 34）年恐慌で逸身銀行が破綻し

（48）前掲古川博康編著『明治・大正・昭和を生きた実業家 古川鉄治郎，そして豊郷小学校』110頁を参
照。

（49）前掲中西聡編著『近代吉野林業と地域社会』巻頭系図を参照。
（50）日本経営史研究所編『創業百年史』大阪商船三井船舶株式会社，1985年，17–22頁を参照。
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たことで，尼崎紡績の経営から一時的に福本元之助が撤退した。1904年の百三十銀行の破綻に際し

ては，
（51）

百三十銀行頭取の松本重太郎が百三十銀行のみでなくその他の多くの会社経営から撤退した。

松本重太郎の養子松蔵が経営する日本紡織会社も，百三十銀行とともに破綻した。ただし，福本元

之助が大阪鉱業の経営を継続したように，松本重太郎も毛斯綸紡織会社社長は継続しており，その

後も大阪にとどまった。さらに，1904年の阿部彦太郎の死去で阿部彦太郎家が会社経営から一時撤

退し，08年の田中市太郎の死去と 10年の田中市兵衛の死去で田中家も会社経営から一時撤退した。

全体的に創業家が会社経営から撤退したことで，会社経営の専門経営者化が進んだが，そのなかで

も阿部房次郎・竹尾治右衛門・志方勢七は健在であり，創業家経営者の性格を残した。

一方，1910年代は，第一次世界大戦期の好況下に，株式会社のみでなく，旧両替商・近江商人の

家業銀行・家業会社の成長が見られた。表 13を見よう。1913（大正 2）年と 23年の大阪およびそ

の周辺地域の主要会社では，住友銀行，鴻池銀行，加島銀行，山口銀行，伊藤忠商事会社，阿部市

商店会社，江商会社などの急成長が確認できる。一方で，専門経営者化が進んだ紡績会社や新たな

電力会社も急成長を遂げており，創業家経営者としての性格を残した竹尾治右衛門はこの間に会社

経営から撤退し，志方勢七も志方貞三に代替わりしていた。そのなかで阿部房次郎は，大阪紡績が

三重紡績と合併して東洋紡績となって以降も，東洋紡績の経営者に名を連ね，最終的に東洋紡績社

長に就任した。明治・大正・昭和戦前期を通して，創業家出身で巨大紡績会社の経営者を継続した

点で異色と言えるが，それは阿部房次郎が，少年時代から将来を嘱望されて，養子として阿部市太

郎家に入り，慶應義塾出身で近代教育も受けていたことがあろう。
（52）

実際，1920年代になると，1900年代に会社経営から撤退した創業家が代替わりして，次世代が

再度会社経営に復帰するが，これら次世代には，学校歴や婚姻圏の広がり，新たな人脈など，旧世

代にはない新たな価値を持っていたと考えられる。福本元之助が大日本紡績会社副社長になったの

は，世代交代ではなく，旧世代の再登板であったため，福本元之助が再度社長になるのは難しく，

副社長のまま福本は引退した。一方，阿部彦太郎家は代替わりして 3代彦太郎が多くの会社役員に

復帰したが，3代彦太郎も前述の阿部房次郎と同様に慶應義塾出身で近代教育を受けていた。
（53）

また，

田中市太郎の息子市蔵も，1920年に第四十二国立銀行の後身である摂陽銀行（北浜銀行が改称）の

頭取となった。田中市蔵は，後の日銀総裁土方の娘と結婚しており，
（54）

その人脈が銀行界での強みに

なったと思われる。そして 1930年代になると，伊藤忠兵衛家が商社から綿紡績業や人絹・毛織業へ

（51）以下の記述は，石井寛治『近代日本金融史序説』東京大学出版会，1999年，第 6章を参照。
（52）熊川千代喜編『阿部房次郎傳』阿部房次郎傳編纂事務所，1940年，31–40，62–102頁を参照。
（53）福澤研究センター編『慶應義塾入社帳』第 4巻，慶應義塾，1986年，594頁を参照。
（54）人事興信所編『人事興信録』第 4・8版，人事興信所，1915・28年を参照。『人事興信録』について

は，名古屋大学大学院法学研究科の「日本研究のための歴史情報プロジェクト」が構築・公開を進め
ているデータベースを利用した。(https://jahis.law.nagoya-u.ac.jp/who/search)
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表
12

大
阪
市
域
と
大
阪
周
辺
地
域
（
兵
庫
県
摂
津
国
域
・
大
阪
府
地
域
）
主
要
会
社
一
覧
（
そ
の

1，
18

95
年
・

19
05
年
時
点
）
払
込
資
本
金
の
単
位
：
万
円

18
95
年
時
点

19
05
年

①
大
阪
市
中
と
そ
の
隣
接
郡
（
西
成
・
東
成
・
住
吉
郡
）
お
よ
び
神
戸
市
中

①
大
阪
市
中
と
そ
の
隣
接
郡
（
西
成
・
東
成
・
住
吉
郡
）
お
よ
び
神
戸
市
中

会
社
名

払
込

主
要
役
員

会
社
名

払
込

主
要
役
員

［
山
陽
鉄
道
］

78
0
（
松
本
重
太
郎
），
（
藤
田
傳
三
郎
），
（
大
塚
磨
），
（
本
山
彦
一
）

［
山
陽
鉄
道
］

2,
92

8
牛
場
卓
蔵
，（
藤
田
傳
三
郎
），
寺
西
成
器
，（
本
山
彦
一
）

大
阪
鉄
道

27
5
田
部
密
，
竹
田
忠
作
，［
竹
尾
治
右
衛
門
］，
［
浮
田
桂
造
］

大
阪
商
船

68
8
中
橋
徳
五
郎
，［
田
中
市
兵
衛
］，
藤
本
清
七
，（
藤
田
平
太
郎
）

大
阪
商
船

19
4
河
原
信
可
，［
金
澤
仁
兵
衛
］，
（
久
原
庄
三
郎
），
（
阿
部
彦
太
郎
）

南
海
鉄
道

47
8
鳥
井
駒
吉
，
佐
々
木
政
又
，（
大
塚
惟
明
），
肥
塚
源
次
郎

大
阪
紡
績

12
0
（
松
本
重
太
郎
），
佐
伯
勢
一
郎
，
山
邊
丈
夫
，（
阿
部
市
太
郎
）

北
浜
銀
行

30
0
岩
下
清
周
，
原
敬
，
松
方
幸
次
郎
，（
藤
田
平
太
郎
）

金
巾
製
織

81
阿
部
周
吉
，
田
村
正
寛
，（
阿
部
市
太
郎
），
小
泉
新
助

浪
速
銀
行

26
8
野
元
駿
，
山
中
隣
之
助
，
宅
徳
平
，
矢
島
清
七

摂
津
紡
績

75
［
平
野
平
兵
衛
］，
伊
藤
九
兵
衛
，［
金
澤
仁
兵
衛
］，
［
竹
尾
治
右
衛
門
］

三
十
四
銀
行

25
3
小
山
健
三
，［
竹
尾
治
右
衛
門
］，
（
阪
上
新
治
郎
），
［
殿
村
平
右
衛
門
］

日
本
紡
績

72
［
金
澤
仁
兵
衛
］，
（
前
川
善
三
郎
），
［
亀
岡
徳
太
郎
］，
［
竹
尾
治
右
衛
門
］
［
川
崎
造
船
所
］

25
0
松
方
幸
次
郎
，
川
崎
芳
太
郎
，
野
元
駿
，（
廣
瀬
満
正
）

大
阪
ア
ル
カ
リ

70
（
久
原
庄
三
郎
），
（
松
本
重
太
郎
），
佐
伯
勢
一
郎
，［
長
尾
藤
三
］

百
三
十
銀
行

22
5
安
田
善
三
郎
，（
高
橋
長
秋
），
［
井
上
保
次
郎
］，
（
小
西
又
助
）

浪
華
紡
績

65
俣
野
景
孝
，
大
森
敏
寛
，
岡
素
男
，［
田
中
市
太
郎
］

大
阪
瓦
斯

21
8
片
岡
直
輝
，
カ
ロ
ル
・
ミ
ラ
ー
，
岸
清
一
，（
今
西
林
三
郎
）

藤
田
組
（
合
名
）

60
（
藤
田
傳
三
郎
），
（
藤
田
鹿
太
郎
），
（
久
原
庄
三
郎
）

日
本
紡
績

20
0
［
竹
尾
治
右
衛
門
］，
［
亀
岡
徳
太
郎
］，
［
平
野
平
兵
衛
］，
菊
池
恭
三

大
阪
電
灯

52
土
居
通
夫
，（
野
田
吉
兵
衛
），
［
亀
岡
徳
太
郎
］，
（
下
郷
傳
平
）

鴻
池
銀
行（
合
名
）

20
0
［
鴻
池
善
右
衛
門
］，
［
鴻
池
新
十
郎
］，
島
村
久
，
原
田
二
郎

第
十
三
国
立
銀
行

50
［
鴻
池
善
右
衛
門
］，
永
田
彦
作
，
草
間
貞
太
郎
，

大
阪
電
灯

18
8
土
居
通
夫
，（
秋
月
清
十
郎
），
（
野
田
吉
兵
衛
），
［
亀
岡
徳
太
郎
］

井
上
銀
行
（
合
資
）

50
［
井
上
保
次
郎
］，
内
藤
為
三
郎

西
成
鉄
道

16
5
岩
下
清
周
，（
今
西
林
三
郎
），
吉
田
鐵
太
郎
，
室
田
頼
章

天
満
紡
績

45
［
岡
橋
治
助
］，
中
村
利
七
郎
，
竹
田
忠
作
，
池
田
仁
左
衛
門

大
阪
紡
績

16
0
山
邊
丈
夫
，（
廣
瀬
満
正
），
宅
徳
平
，（
阿
部
市
太
郎
）

阪
堺
鉄
道

40
（
松
本
重
太
郎
），
鳥
井
駒
吉
，
佐
伯
勢
一
郎
，［
田
中
市
兵
衛
］

大
阪
合
同
紡
績

16
0
谷
口
房
蔵
，
土
居
通
夫
，（
藤
本
清
兵
衛
），
松
岡
修
造

第
三
十
四
国
立
銀
行

38
［
岡
橋
治
助
］，
（
野
田
吉
兵
衛
），
村
上
嘉
兵
衛
，
山
口
善
五
郎

摂
津
紡
績

14
0
［
竹
尾
治
右
衛
門
］，
［
平
野
平
兵
衛
］，
（
伊
藤
萬
助
），
菊
池
恭
三

第
三
十
二
国
立
銀
行

36
［
平
瀬
亀
之
輔
］，
甲
谷
権
兵
衛
，
山
本
三
四
郎
，
宅
徳
平

日
本
精
糖

13
5
（
松
本
重
太
郎
），
不
二
樹
熊
次
郎
，（
野
田
吉
兵
衛
），
（
本
山
彦
一
）

日
本
海
陸
保
険

36
片
岡
直
温
，
土
居
通
夫
，［
田
中
市
兵
衛
］，
弘
世
助
三
郎

内
外
綿

12
5
［
中
野
太
右
衛
門
］，
河
村
利
兵
衛
，（
阿
部
市
蔵
），
［
浮
田
桂
造
］

大
阪
保
険

36
（
増
田
信
之
），
木
谷
伊
助
，
中
村
惣
兵
衛
，
進
藤
嘉
一
郎

金
巾
製
織

12
0
（
阿
部
房
次
郎
），
田
村
正
寛
，（
下
郷
傳
平
），
山
中
與
七
郎

大
阪
製
銅

32
（
増
田
信
之
），
日
野
九
右
衛
門
，
江
澤
正
太
郎
，
矢
邊
清
兵
衛

大
阪
麦
酒

10
0
鳥
井
駒
吉
，
宅
徳
平
，
生
田
秀
，
土
居
通
夫

第
百
四
十
八
国
立
銀
行

30
山
口
仁
兵
衛
，
越
野
嘉
助
，
山
口
虎
次
郎

山
口
楢
三
郎

，
大
阪
ア
ル
カ
リ

10
0
藤
江
章
夫
，
木
村
静
幽
，［
長
尾
藤
三
］，
西
川
虎
之
助

大
阪
共
立
銀
行

30
［
金
澤
仁
兵
衛
］，
［
田
中
市
太
郎
］，
藤
本
一
二
，（
松
本
重
太
郎
）

毛
斯
綸
紡
織

10
0
（
松
本
重
太
郎
），
瀧
村
竹
男
，（
小
西
又
助
），
河
瀬
芳
三
郎

中
立
銀
行

30
［
木
原
忠
兵
衛
］，
［
岡
橋
治
助
］，
［
竹
尾
治
右
衛
門
］，
（
阪
上
新
治
郎
）

［
兵
庫
県
農
工
銀
行
］

10
0
鳴
瀧
幸
恭

秋
山
恕
卿
，
伊
藤
長
次
郎
，
堀
謙
治
郎
，
平
尾
源
太
夫

平
野
紡
績

30
［
金
澤
仁
兵
衛
］，
末
吉
勘
四
郎
，
末
吉
平
三
郎
，
金
澤
仁
作

［
湊
川
改
修
］

10
0

，
池
田
貫
兵
衛
，（
本
山
彦
一
），
［
田
中
市
太
郎
］

日
本
製
銅

[3
0]
廣
瀬
垣
，
備
仲
傳
助
，

，
大
島
甚
三

辻
吉
敬

住
友
銀
行
（
個
人
）

10
0
［
住
友
吉
左
衛
門
］

第
四
十
二
国
立
銀
行

25
［
田
中
市
兵
衛
］，
［
金
澤
仁
兵
衛
］，
［
平
野
平
兵
衛
］，
（
右
近
権
左
衛
門
）
山
口
銀
行
（
個
人
）

10
0
［
山
口
吉
郎
兵
衛
］，
町
田
忠
治
，
越
野
嘉
助

第
五
十
八
国
立
銀
行

25
椿
本
荘
助
，［
今
井
勢
兵
衛
］，
（
富
士
田
九
平
），
大
和
浦
次
郎

［
森
本
（
合
名
）］

10
0
森
本
慶
明
，
森
本
六
兵
衛
，
森
本
元
助

第
百
三
十
国
立
銀
行

25
（
松
本
重
太
郎
），
内
藤
徳
兵
衛
，
松
本
誠
直
，［
木
谷
七
平
］

汽
車
製
造
（
合
資
）

89
井
上
勝
，
平
岡
熈
，
澁
澤
栄
一
，
田
邊
貞
吉

近
江
銀
行

25
小
泉
新
助
，（
伊
藤
忠
兵
衛
），
阿
部
周
吉
，
山
中
利
右
衛
門

［
日
本
商
業
銀
行
］

80
安
田
善
三
郎
，
柏
木
庄
兵
衛
，
武
井
守
正
，
有
馬
市
太
郎

福
島
紡
績

25
鈴
木
勝
夫
，
藤
本
清
七
，
岸
田
民
助
，（
藤
本
清
兵
衛
）

［
兵
庫
運
河
］

80
鹿
島
秀
麿
，
椿
本
庄
助
，福
永
瀬
平
，（
宮
津
賢
次
郎
）

内
外
綿

25
（
阿
部
彦
太
郎
），
（
松
本
重
太
郎
），
［
秋
馬
新
三
郎
］，
（
阿
部
市
郎
兵
衛
）
日
本
海
上
運
送
火
災
保
険

75
（
右
近
権
左
衛
門
），
岡
崎
藤
吉
，（
岸
本
五
兵
衛
），
［
今
井
勢
兵
衛
］

浪
速
鉄
道

25
福
井
精
三
，
吉
川
善
兵
衛
，［
鴻
池
新
十
郎
］，
俣
野
景
孝

泉
尾
土
地

71
清
水
芳
吉
，
池
田
半
兵
衛
，
野
口
邦
次
郎
，
矢
島
清
七

九
州
炭
礦

[2
5]
中
村
五
平
，
片
山
太
郎
，
岩
井
八
兵
衛
，
志
野
清
治

日
本
綿
花

70
［
田
中
市
太
郎
］，
（
野
田
吉
兵
衛
），
末
吉
勘
四
郎
，［
志
方
勢
七
］

堂
島
紡
績
所
（
個
人
）

25
（
松
本
重
太
郎
），
山
邊
丈
夫
，
松
岡
勢
次
郎

藤
田
組
（
合
名
）

60
（
藤
田
傳
三
郎
），
（
久
原
庄
三
郎
），
（
藤
田
小
太
郎
）

大
阪
時
計
製
造

24
（
野
田
吉
兵
衛
），
土
生
正
泰
，（
秋
月
清
十
郎
），
石
原
久
之
助

［
神
戸
電
灯
］

54
頴
川
君
平
，
池
田
貫
兵
衛
，
澤
野
定
七
，
曽
根
正
命

芦
田
安
三
郎

44（310）
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朝
日
紡
績

23
日
野
九
右
衛
門
，（
今
西
林
三
郎
），
今
西
彦
三
郎
，
和
田
保
次
郎

福
島
紡
績

51
（
藤
本
清
兵
衛
），
渾
大
坊
芳
造
，［
志
方
勢
七
］，
有
澤
基
次

大
阪
硫
曹

23
［
浮
田
桂
造
］，
（
阿
部
市
郎
兵
衛
），
小
寺
幸
次
郎
，［
石
崎
喜
兵
衛
］

近
江
銀
行

50
（
瀬
尾
喜
兵
衛
），
池
田
経
三
郎
，（
前
川
善
三
郎
），
（
阿
部
房
次
郎
）

［
神
戸
桟
橋
］

21
［
田
中
市
兵
衛
］，
小
林
林
之
助
，
小
林
勝
，
田
中
郁
之
進

第
五
十
八
銀
行

50
（
富
士
田
九
平
），
［
今
井
勢
兵
衛
］，
揚
井
松
太
郎
揚
井
楢
蔵

，
第
七
十
九
国
立
銀
行

20
古
畑
寅
造
，
安
田
太
四
郎
，
山
口
幸
七
，
千
艸
安
兵
衛

日
本
火
災
保
険

50
［
田
中
市
太
郎
］，
藤
山
雷
太
，
松
方
幸
次
郎
，（
藤
田
平
太
郎
）

第
百
二
十
一
国
立
銀
行

20
竹
田
忠
作
，
貴
田
孫
治
郎
，
宮
崎
彌
三
郎
，
高
砂
長
兵
衛

日
本
酒
造
火
災
保
険

50
川
崎
金
三
郎
，
嘉
納
治
兵
衛
，

，
森
本
清
兵
衛

榊
原
由
一

明
治
紡
績

20
土
居
通
夫
，（
今
西
林
三
郎
），
藤
田
仙
助
，
清
水
恵
助

大
阪
硫
曹

50
（
阿
部
市
三
郎
），
小
野
市
兵
衛
，
西
川
虎
之
助
，［
浮
田
桂
造
］

日
本
綿
花

20
［
田
中
市
兵
衛
］，
池
田
仁
左
衛
門
，［
竹
尾
治
右
衛
門
］，
（
野
田
吉
兵
衛
）
日
本
フ
ラ
ン
ネ
ル
製
造

50
井
上
静
雄
，
太
田
景
行
，
柳
壮
蔵
，（
今
西
林
三
郎
）

大
阪
毛
糸

20
門
田
猪
三
郎
，（
今
西
林
三
郎
），
原
喜
助
，
田
中
與
助

［
第
六
十
五
銀
行
］

50
池
田
貫
兵
衛
，
星
崎
琢
磨
，
曽
根
正
命
，
光
村
利
藻

日
本
火
災
保
険

20
［
平
瀬
亀
之
輔
］，
松
方
幸
次
郎
，［
金
澤
仁
兵
衛
］，
［
亀
岡
徳
太
郎
］

［
日
本
毛
織
］

50
川
西
清
兵
衛
，
柏
木
庄
兵
衛
，
有
馬
市
太
郎
，
小
曾
根
喜
一
郎

［
日
本
精
米
］

20
木
谷
吉
次
郎
，
原
田
與
兵
衛
，（
秋
月
清
十
郎
），
鷲
尾
松
三
郎

藤
本
銀
行
（
合
資
）

50
（
藤
本
清
兵
衛
）

［
日
本
米
穀
］

20
柏
木
庄
兵
衛
，
澤
田
清
兵
衛
，（
阿
部
彦
太
郎
），
有
馬
市
太
郎

［
鈴
木
商
店
（
合
名
）］

50
鈴
木
よ
ね

稲
西
（
合
名
）

[2
0]
稲
本
利
右
衛
門
，
西
村
重
郎
兵
衛

大
阪
運
河

49
七
里
清
介
，
土
肥
五
兵
衛
，
中
谷
徳
恭
，
松
村
九
兵
衛

第
百
三
十
六
国
立
銀
行

17
［
井
上
保
次
郎
］，
松
本
松
蔵
，
松
岡
勢
次
郎
，
井
上
富
久
造

天
満
織
物

48
（
野
田
吉
兵
衛
），
（
戸
田
猶
七
），
安
田
多
助
，
大
野
善
太
郎

共
栄
汽
船

17
宮
崎
新
作
，
福
田
丈
之
進
，
光
永
又
之
丞
，
内
海
承
弼

大
家
商
船
（
合
資
）

[4
7]
（
大
家
七
平
）

［
神
戸
電
灯
］

17
池
田
貫
兵
衛
，
田
邊
貞
吉
，
宇
都
宮
壯
十
郎
，
澤
野
定
七

尾
州
銀
行

40
岩
田
惣
三
郎
，
小
島
太
左
衛
門
，
林
利
左
衛
門
，
岩
田
金
三
郎

天
満
織
物

16
（
野
田
吉
兵
衛
），
菱
谷
清
兵
衛
，（
和
井
田
佐
七
），
千
艸
安
兵
衛

大
阪
農
工
銀
行

38
川
井
為
巳
，
弘
世
正
二
郎
，
中
谷
元
造
，
高
井
幸
三

［
兵
庫
運
河
］

16
武
井
守
正
，
黒
澤
友
益
，
田
川
傳
八
，
近
藤
薫

大
阪
電
気
分
銅

38
（
野
田
吉
兵
衛
），
泉
清
助
，
越
野
嘉
助
，
内
藤
為
三
郎

［
市
之
川
鉱
山
］

16
岡
崎
高
厚
，
牧
相
信
，
和
田
義
路
，
桑
原
政

大
阪
舎
密
工
業

36
外
山
修
造
，
松
方
幸
次
郎
，
渡
邊
庄
助
，
若
江
六
兵
衛

野
田
紡
績

15
山
本
治
兵
衛
，
岡
橋
治
右
衛
門
，
大
門
新
兵
衛
，
山
中
五
郎
右
衛
門

大
阪
実
業
銀
行

35
（
岸
本
五
兵
衛
），
北
村
正
治
郎
，
楫
西
源
造
，
谷
崎
新
五
郎

大
阪
セ
メ
ン
ト

15
谷
口
黙
次
，
藤
本
一
二
，
波
江
野
順
蔵
，
國
久
富
蔵

［
神
戸
桟
橋
］

35
［
田
中
市
兵
衛
］，
小
林
利
恭
，
小
林
勝
，
神
代
郁
之
進

小
西
銀
行
（
合
資
）

15
小
西
半
兵
衛
，
小
西
長
左
衛
門
，（
小
西
又
助
），
（
小
西
要
助
）

中
央
セ
メ
ン
ト

30
大
倉
喜
八
郎
，
大
倉
粂
馬
，（
野
田
吉
兵
衛
），
［
亀
岡
徳
太
郎
］

日
印
貿
易
（
合
資
）

[1
5]
川
村
利
兵
衛
，［
中
野
太
右
衛
門
］，
佐
野
常
樹
，
伊
藤
傳
七

中
立
起
業

30
播
本
孝
貞
，
永
井
仙
助
，
豊
田
隆
吉
，
竹
田
忠
作

②
そ
れ
以
外
の
兵
庫
県
摂
津
国
域
と
大
阪
府
地
域

大
阪
セ
メ
ン
ト

30
北
村
鏡
太
郎
，
岡
林
秀
胤
，
清
水
芳
吉
，

泉
州
紡
績

50
河
盛
利
兵
衛
，
高
田
年
太
郎
，（
藤
本
清
兵
衛
），
太
田
平
次

摂
津
製
油

30
［
志
方
勢
七
］，
柏
尾
五
郎
右
衛
門
，

，［
田
中
市
太
郎
］

［
辻
忠
右
衛
門
］

尼
崎
紡
績

44
［
福
本
元
之
助
］，
［
亀
岡
徳
太
郎
］，
本
咲
利
一
郎
，
菊
池
恭
三

加
島
銀
行
（
合
資
）

30
［
廣
岡
久
右
衛
門
］，
［
廣
岡
恵
三
］，
星
野
行
則

大
阪
麦
酒

25
鳥
井
駒
吉
，
宅
徳
平
，［
石
崎
喜
兵
衛
］，
外
山
修
造

石
崎
（
合
資
）

30
［
石
崎
喜
兵
衛
］，
小
倉
左
文
，
佐
野
幸
助

岸
和
田
紡
績

摂
津
灘
興
業

摂
津
灘
酒
家
銀
行

25
寺
田
甚
与
茂
，
岸
村
徳
平
，
寺
田
元
吉
，
川
井
為
巳

［
神
栄
］

30
伊
藤
長
次
郎
，
三
宅
忠
蔵
，
米
澤
吉
次
郎
，
川
口
木
七
郎

摂
津
鉄
道

20
［
鴻
池
新
十
郎
］，
中
塚
彌
平
，
三
浦
長
平
，
若
江
六
兵
衛

富
士
九
（
合
名
）

[3
0]
（
富
士
田
九
平
），
富
士
田
秀
次
郎
，
富
士
田
卯
之
助
，
富
士
田
寅
蔵

堺
銀
行

18
太
田
平
次
，
藤
本
清
七
，
河
盛
利
兵
衛
，
日
置
善
作

②
そ
れ
以
外
の
兵
庫
県
摂
津
国
域
と
大
阪
府
地
域

17
今
井
良
一
，
牧
野
惟
雄
，
山
路
千
馬
蔵
，
説
田
彦
助

阪
鶴
鉄
道

40
0
田
艇
吉
，
土
居
通
夫
，
弘
道
輔
，
速
水
太
郎

堺
紡
績

15
川
端
三
郎
平
，

，
大
橋
喜
平
次
，
尼
崎
熊
吉

辻
本
安
七

高
野
鉄
道

16
0
伊
藤
喜
十
郎
，
松
山
與
兵
衛
，
富
永
藤
兵
衛
，
永
井
仙
助

15
嘉
納
次
郎
右
衛
門
，
小
網
重
治
，
山
邑
太
三
郎
，
嘉
納
治
兵
衛

阪
神
電
気
鉄
道

15
0
外
山
修
造
，
杉
村
正
太
郎
，
小
曾
根
喜
一
郎
，（
今
西
林
三
郎
）

尼
崎
紡
績

75
菊
池
恭
三
，［
亀
岡
徳
太
郎
］，
本
咲
利
一
郎
，
田
代
重
右
衛
門

五
十
一
銀
行

56
川
井
為
巳
，
寺
田
甚
与
茂
，
寺
田
元
吉
，
岸
村
徳
平

岸
和
田
紡
績

55
寺
田
甚
与
茂
，
寺
田
元
吉
，
川
井
為
巳
，
寺
田
利
吉

摂
津
航
業

42
辰
馬
半
右
衛
門
，

，
辰
馬
保
蔵

辰
馬
列
叟

，
辰
馬
半
左
衛
門

堺
紡
績

35
柴
谷
武
次
郎
，
尼
崎
熊
吉
，
大
橋
喜
平
次
，
河
盛
勘
次
郎

河
南
鉄
道

30
（
野
田
吉
兵
衛
），
（
阪
上
新
治
郎
），
村
上
嘉
兵
衛
，
越
井
醇
三

宅
（
合
名
）

30
宅
徳
平

（
出
所
）
前
掲
由
井
常
彦
・
浅
野
俊
光
編
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
第

1・
9巻
よ
り
作
成
。

（
注
）
払
込
欄
は
払
込
資
本
金
額
で
，

18
95
・

19
05
年
時
点
に
つ
い
て
払
込
資
本
金
額
そ
れ
ぞ
れ

15
万

円
・

30
万
円
以
上
の
会
社
を
示
し
た
。
取
引
所
と
外
資
系
会
社
は
除
く
。
①
欄
の
会
社
名
の
［
］
内

は
神
戸
市
内
に
所
在
し
た
会
社
。
払
込
資
本
金
額
不
明
の
場
合
は
，［

］
内
に
名
目
資
本
金
額
を
示
し

た
。
主
要
役
員
欄
は
，
頭
取
・
社
長
名
が
判
明
し
た
も
の
は
そ
れ
を
最
初
に
記
し
，
そ
れ
を
含
め
て
大

阪
地
域
出
身
を
中
心
と
し
て
主
要
役
員

4名
を
示
し
，［

］
内
は
，
近
世
来
の
大
阪
商
家
，（
）
内
は
，

近
代
以
降
に
大
阪
に
拠
点
（
支
店
を
含
む
）
を
設
け
た
商
家
を
示
し
た
。
商
家
の
系
譜
は
，
表

2・
3の

出
所
資
料
を
参
照
し
た
。
兵
庫
県
域
摂
津
国
は
，
川
辺
郡
・
武
庫
郡
・
有
馬
郡
域
。

大
倉
粂
馬
，
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表
13

大
阪
市
域
と
大
阪
周
辺
地
域
（
兵
庫
県
摂
津
国
域
・
大
阪
府
地
域
）
主
要
会
社
一
覧
（
そ
の

2，
19

13
年
・

23
年
時
点
）

払
込
資
本
金
の
単
位
：
万
円

19
13
年
時
点

19
23
年
時
点

①
大
阪
市
中
と
そ
の
隣
接
郡
（
西
成
・
東
成
・
住
吉
郡
）
お
よ
び
神
戸
市
中

①
大
阪
市
中
と
そ
の
隣
接
郡
（
西
成
・
東
成
・
住
吉
郡
）
お
よ
び
神
戸
市
中

会
社
名

払
込

主
要
役
員

会
社
名

払
込

主
要
役
員

大
阪
商
船

1,
65

0
中
橋
徳
五
郎
，
堀
啓
次
郎
，
山
岡
順
太
郎
，（
豊
田
善
右
衛
門
）

住
友
（
合
資
）

[1
5,

00
0]
［
住
友
吉
左
衛
門
］，
［
中
田
錦
吉
］，
湯
川
寛
吉
，
住
友
忠
輝

大
阪
電
灯

1,
44

0
土
居
通
夫
，
菅
沼
達
吉
，（
戸
田
猶
七
）
，（
大
井
卜
新
）

［
国
際
汽
船
］

8,
75

0
松
方
幸
次
郎
，
金
子
直
吉
，
安
部
正
也
，
四
本
萬
二

久
原
鉱
業

1,
00

0
（
久
原
房
之
助
），
齋
藤
幾
太
，
鮎
川
義
介
，
田
村
市
郎

大
阪
商
船

6,
25

0
堀
啓
次
郎
，
加
福
力
太
郎
，
深
尾
隆
太
郎
，
太
田
丙
子
郎

三
十
四
銀
行

87
5
小
山
健
三
，［
竹
尾
治
右
衛
門
］，
（
阪
上
新
治
郎
）
，［
殿
村
平
右
衛
門
］
［
川
崎
造
船
所
］

5,
62

5
松
方
幸
次
郎
，
野
元
駿
，
廣
瀬
満
正
，
川
崎
武
之
助

北
浜
銀
行

82
5
岩
下
清
周
，
小
塚
正
一
郎
，
松
方
幸
次
郎
，
加
藤
恒
忠

宇
治
川
電
気

5,
22

7
木
村
清
，
林
安
繁
，
浅
見
又
蔵
，
山
岡
順
太
郎

住
友
銀
行

75
0
［
住
友
吉
左
衛
門
］，
［
中
田
錦
吉
］，
鈴
木
馬
左
也
，
湯
川
寛
吉

住
友
銀
行

5,
00

0
［
住
友
吉
左
衛
門
］，
湯
川
寛
吉
，
加
納
友
之
介
，
吉
田
眞
一

南
海
鉄
道

73
1
（
大
塚
惟
明
），
肥
塚
源
次
郎
，（
本
山
彦
一
），
寺
田
甚
與
茂

［
鈴
木
商
店
（
合
名
）］

[5
,0

00
]
鈴
木
よ
ね

［
川
崎
造
船
所
］

64
0
松
方
幸
次
郎
，
川
崎
芳
太
郎
，
野
元
駿
，
廣
瀬
満
正

大
阪
電
灯

4,
32

0
宮
崎
敬
介
，
木
村
駒
吉
，
寺
田
甚
與
茂
，（
島
徳
蔵
）

大
阪
瓦
斯

60
0
片
岡
直
輝
，

C
・

B
・
ク
ッ
シ
ュ
マ
ン
，
岸
清
一
，
渡
邊
千
代
三
郎

三
十
四
銀
行

3,
75

0
小
山
健
三
，
山
口
玄
洞
，（
廣
海
二
三
郎
），
菊
池
恭
三

藤
田
組
（
合
名
）

[6
00

]
（
藤
田
平
太
郎
），
（
藤
田
徳
次
郎
），
藤
田
彦
三
郎

大
阪
北
港

3,
50

0
［
中
田
錦
吉
］，
草
鹿
丁
卯
次
郎
，
松
本
順
吉
，（
島
徳
蔵
）

浪
速
銀
行

55
0
松
方
正
雄
，
山
中
隣
之
助
，
宅
徳
平
，
永
田
仁
助

東
洋
紡
績

3,
12

5
斎
藤
恒
三
，（
阿
部
房
次
郎
），
庄
司
乙
吉
，
大
塚
和
吉

大
阪
紡
績

46
9
山
邊
丈
夫
，（
阿
部
房
次
郎
），
（
田
附
政
次
郎
），
（
阿
部
彦
太
郎
）

南
海
鉄
道

2,
76

0
（
大
塚
惟
明
），
肥
塚
源
次
郎
，（
本
山
彦
一
），
寺
田
甚
與
茂

百
三
十
銀
行

38
1
安
田
善
三
郎
，（
高
橋
長
秋
），
小
川
為
次
郎
，（
小
西
又
助
）

日
本
信
託
銀
行

2,
50

0
林
市
蔵
，
横
山
昌
次
郎
，（
島
徳
蔵
），
小
川
為
次
郎

内
外
綿

31
3
［
中
野
太
右
衛
門
］，
川
邨
利
兵
衛
，（
阿
部
彦
太
郎
），
武
居
綾
蔵

山
口
銀
行

2,
00

0
［
山
口
吉
郎
兵
衛
］，
坂
野
兼
通
，
佐
々
木
訓
之
助
，
町
田
忠
治

鴻
池
銀
行
（
合
名
）

[3
00

]
［
鴻
池
善
右
衛
門
］，
原
田
二
郎
，
島
村
久

芦
田
頼
三
郎

，
日
本
綿
花

2,
00

0
喜
多
又
蔵
，
山
田
稜
，［
志
方
貞
三
］，
中
村
利
三
郎

日
本
紡
績

27
5
［
竹
尾
治
右
衛
門
］，
播
本
孝
良
，（
豊
田
善
右
衛
門
），
菊
池
恭
三

江
商

2,
00

0
（
阿
部
市
太
郎
），
野
瀬
七
郎
平
，
北
川
大
蔵
，
藤
井
善
助

大
阪
電
気
軌
道

25
5
岩
下
清
周
，
七
里
清
介
，
玉
田
金
三
郎
，
速
水
太
郎

岸
本
共
同

2,
00

0
岸
本
兼
太
郎
，（
岸
本
五
兵
衛
），
岸
本
萬
乱
，
岸
本
劔
之
助

近
江
銀
行

25
0
池
田
経
三
郎
，（
前
川
善
三
郎
），
（
瀬
尾
喜
兵
衛
），
（
阿
部
房
次
郎
）

［
川
崎
汽
船
］

2,
00

0
松
方
幸
次
郎
，
野
元
駿
，
廣
瀬
満
正
，
奥
山
義
一

大
阪
合
同
紡
績

24
0
谷
口
房
蔵
，
秋
山
慶
太
，
勝
間
義
明
，
岩
下
清
周

伊
藤
忠
（
合
名
）

[2
,0

00
]
（
伊
藤
忠
兵
衛
）

［
神
戸
瓦
斯
］

23
1
松
方
幸
次
郎
，
久
保
正
助
，
瀧
川
辨
三
，
小
野
権
四
郎

野
村
（
合
名
）

[2
,0

00
]
野
村
徳
七

［
日
本
毛
織
］

22
5
川
西
清
兵
衛
，
有
馬
市
太
郎
，
小
曾
根
喜
一
郎
，
澤
田
清
兵
衛

近
江
銀
行

1,
87

5
（
下
郷
傳
平
），
須
田
鏡
造
，（
阿
部
房
次
郎
），
（
伊
藤
忠
三
）

摂
津
紡
績

22
3
［
竹
尾
治
右
衛
門
］，
菊
池
恭
三
，（
伊
藤
萬
助
），
金
澤
仁
作

安
治
川
土
地

1,
75

0
（
藤
田
徳
次
郎
），
［
田
中
市
蔵
］，
（
外
村
與
左
衛
門
），
辰
馬
吉
左
衛
門

阪
堺
電
気
軌
道

21
0
片
岡
直
輝
，
奥
繁
三
郎
，
野
元
駿
，
永
田
仁
助

鴻
池
（
合
名
）

[1
,7

00
]
［
鴻
池
善
右
衛
門
］

東
洋
捕
鯨

21
0
岡
十
郎
，
原
眞
一
，
曾
根
忠
兵
衛
，
小
曾
根
喜
一
郎

毛
斯
綸
紡
織

1,
62

5
稲
畑
時
太
郎
，
金
原
與
吉
，
河
瀬
芳
三
郎
，
松
岡
修
造

日
本
窒
素
肥
料

20
0
中
橋
徳
五
郎
，
野
口
遵
，
市
川
誠
次
，
白
石
直
治

加
島
銀
行

1,
51

0
［
廣
岡
恵
三
］，
星
野
行
則
，
吉
井
仲
助
，
加
輪
上
勢
七

日
本
綿
花

20
0
［
志
方
勢
七
］，
喜
多
又
蔵
，［
竹
尾
治
右
衛
門
］，
末
吉
勘
四
郎

東
洋
綿
花

1,
50

0
藤
瀬
政
次
郎
，
兒
玉
一
造
，
永
田
仁
助
，
山
崎
一
保

毛
斯
綸
紡
織

18
8
（
松
本
重
太
郎
），
瀧
村
竹
男
，
松
尾
久
男
，
松
岡
修
造

大
阪
湾
土
地

1,
50

0
平
林
甚
輔
，
平
林
光
治
，
中
野
友
道
，
松
村
長
造

大
阪
農
工
銀
行

15
0
川
井
為
巳
，
弘
世
正
二
郎
，
中
谷
元
造
，
高
井
幸
三

藤
田
鉱
業

1,
50

0
（
藤
田
徳
次
郎
），
坂
仲
輔
，（
藤
田
平
太
郎
），
藤
田
彦
三
郎

岩
井
商
店

15
0
岩
井
勝
次
郎
，
安
野
譲
，
岩
井
豊
治
，
岩
井
梅
太
郎

［
日
本
毛
織
］

1,
50

0
川
西
清
兵
衛
，
谷
江
長
，
有
馬
市
太
郎
，
小
曾
根
喜
一
郎

［
兵
庫
県
農
工
銀
行
］

15
0
鳴
瀧
幸
恭
，
大
谷
吟
右
衛
門
，
伊
藤
長
次
郎
，
平
尾
源
太
夫

大
阪
合
同
紡
績

1,
40

6
谷
口
房
蔵
，
秋
山
慶
太
，
龍
松
太
郎
，
坂
田
幹
太

［
兵
庫
電
気
軌
道
］

15
0
川
西
清
兵
衛
，
野
村
徳
七
，
小
林
一
三
，
秋
山
忠
直

日
本
窒
素
肥
料

1,
30

0
野
口
遵
，
市
川
誠
次
，
渡
邊
義
郎
，
榎
並
直
三
郎

［
神
戸
製
鋼
所
］

14
0
黒
川
勇
熊
，
田
宮
嘉
右
衛
門
，
瀬
岡
省
輔
，
森
田
葆
光

百
三
十
銀
行

1,
25

0
安
田
善
次
郎
，
小
川
為
次
郎
，
森
本
清
兵
衛
，（
右
近
和
作
）

福
島
紡
績

13
6
八
代
祐
太
郎
，
野
村
徳
七
，
濱
本
八
治
郎
，
有
澤
基
次

日
本
電
力

1,
25

0
山
岡
順
太
郎
，
林
安
繁
，
池
尾
芳
蔵
，
市
川
誠
次

電
気
信
託

12
5
岩
下
清
周
，
速
水
太
郎
，
岩
本
栄
之
助
，
小
曾
根
喜
一
郎

［
神
戸
岡
崎
銀
行
］

1,
25

0
岡
崎
藤
吉
，
岡
崎
忠
雄
，
田
中
省
三
，
百
崎
俊
雄

朝
日
紡
織

12
5
藤
野
亀
之
助
，
赤
羽
克
己
，
渡
邊
千
代
三
郎
，
瀧
村
竹
男

［
神
戸
製
鋼
所
］

1,
25

0
伊
藤
乙
次
郎
，
松
尾
忠
二
郎
，
鈴
木
岩
治
郎
，
松
田
萬
太
郎
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［
神
戸
海
上
運
送
火
災
保
険
］

12
5
岡
崎
藤
吉
，
田
中
省
三
，
伊
藤
長
次
郎
，
辰
馬
吉
左
衛
門

大
阪
ア
ル
カ
リ

1,
22

9
長
谷
川
鉎
五
郎
，
山
口
啓
太
郎
，
松
村
徳
松
，
佐
伯
武
市

汽
車
製
造

12
4
長
谷
川
正
五
，
瓜
生
震
，
今
村
繁
三

葛
野
春
雄

，
関
西
土
地

1,
06

3
竹
原
友
三
郎
，
金
谷
賢
三
，
寺
田
元
吉
，
吉
川
義
顕

大
阪
土
地
建
物

12
0
宮
崎
敬
介
，
高
木
徳
兵
衛
，（
藤
本
清
兵
衛
），
橋
本
善
右
衛
門

大
阪
鉄
工
所

1,
05

0
山
岡
順
太
郎
，
下
村
耕
太
郎
，
津
村
芳
松
，
江
村
義
三
郎

半
田
綿
行
（
株
式
合
資
）

12
0
半
田
虎
之
助
，
半
田
市
太
郎

大
阪
野
村
銀
行

1,
00

0
野
村
元
五
郎
，
柴
山
鷲
雄
，
片
岡
音
吉
，
野
村
徳
七

［
神
戸
電
気
］

11
6
村
野
山
人
，
内
村
直
俊
，
秋
山
忠
直
，
川
西
清
兵
衛

鴻
池
銀
行

1,
00

0
［
鴻
池
善
右
衛
門
］，
加
藤
靖
比
古
，［
鴻
池
萬
蔵
］，
藤
田
政
輔

大
阪
窯
業

11
5
（
磯
野
良
吉
），
［
廣
岡
恵
三
］，
大
高
庄
右
衛
門
，
田
端
治
平

岸
本
汽
船

1,
00

0
岸
本
兼
太
郎
，（
岸
本
五
兵
衛
），
岸
本
劔
之
助
，
岸
本
萬
蔵

［
森
本
（
合
名
）］

[1
09

]
森
本
六
兵
衛
，
森
本
銀
治
郎

［
日
本
汽
船
］

1,
00

0
田
村
市
郎
，
津
村
芳
松
，
竹
内
維
彦
，
藤
田
政
輔

大
阪
ア
ル
カ
リ

10
0
藤
江
章
夫
，［
長
尾
藤
三
］，
香
村
文
之
助
，
池
田
卯
之
助

［
豊
年
製
油
］

1,
00

0
妹
尾
清
助
，
柳
田
富
士
松
，
永
井
幸
太
郎
，
谷
治
之
助

大
同
藍

10
0
（
三
木
與
吉
郎
），
柴
田
清
之
助
，
山
田
市
郎
兵
衛
，
加
納
安
蔵

山
口
（
合
資
）

[1
,0

00
]
［
山
口
吉
郎
兵
衛
］

［
日
本
商
業
銀
行
］

10
0
安
田
善
三
郎
，
秋
山
忠
直
，
武
井
守
正
，
有
馬
市
太
郎

廣
岡
（
合
名
）

[1
,0

00
]
［
廣
岡
恵
三
］

［
日
本
燐
寸
製
造
］

10
0
直
木
政
之
介
，
本
多
一
太
郎
，
五
島
醇
八
，
友
野
欽
一

大
阪
瓦
斯

90
8
渡
邉
千
代
三
郎
，
チ
ャ
ー
レ
ス
・
ト
ー
マ
ス
，
岸
清
一
，
片
岡
直
方

加
島
銀
行
（
合
資
）

[1
00

]
［
廣
岡
恵
三
］，
星
野
行
則

住
友
製
銅
所

90
0
［
中
田
錦
吉
］，
松
本
順
吉
，
住
友
忠
輝
，
湯
川
寛
吉

山
口
銀
行
（
個
人
）

10
0
［
山
口
吉
郎
兵
衛
］，
越
野
嘉
助

［
神
戸
桟
橋
］

90
0
南
郷
三
郎
，
中
山
晋
，
神
代
郁
之
進
，
渡
邊
貫
一

江
商
（
合
資
）

[1
00

]
北
川
與
平

住
友
電
線
製
造
所

87
5
［
中
田
錦
吉
］，
肥
後
八
次
，
西
崎
修
一
郎
，
利
光
平
夫

［
神
戸
川
崎
銀
行（
合
資
）］

[1
00

]
川
崎
芳
太
郎
，
関
口
高
次

日
本
染
料
製
造

80
0
中
谷
弘
吉
，
大
橋
新
太
郎
，
渡
邊
千
代
三
郎
，
永
田
仁
助

大
阪
電
気
分
銅

96
松
岡
修
造
，
吉
田
定
七
，
越
野
嘉
助
，
鈴
木
茂
雄

内
外
綿

77
5
武
居
綾
蔵
，（
阿
部
彦
太
郎
），
天
木
繫
二
郎
，
川
邨
兼
三

天
満
織
物

95
（
戸
田
猶
七
），
岡
幸
次
郎
，
中
川
勝
蔵
，
藤
井
善
助

関
西
電
力

75
0
山
岡
順
太
郎
，
池
尾
芳
蔵
，
武
藤
嘉
門
，
林
安
繁

日
本
海
上
運
送
火
災
保
険

90
（
右
近
権
左
衛
門
），
（
右
近
和
作
），
（
岸
本
五
兵
衛
），
［
近
藤
喜
禄
］

大
阪
亜
鉛
鉱
業

75
0
坂
野
鉄
次
郎
，
岡
喜
太
郎
，
高
木
與
太
郎

辻
元
謙
之
助

，
明
治
製
煉

90
長
谷
川
鉎
五
郎
，（
今
西
林
三
郎
），
矢
野
荘
三
郎
，
井
上
静
雄

伊
藤
忠
商
事

70
0
（
伊
藤
忠
兵
衛
），
（
伊
藤
竹
之
助
），
藤
野
三
一
，
伊
藤
孝
太
良

［
兵
庫
運
河
］

90
八
尾
善
四
郎
，
平
森
文
五
郎
，
中
村
國
太
郎
，
浅
野
熊
市

岩
井
商
店

70
0
岩
井
勝
次
郎
，
安
野
謹
，
岩
井
豊
治
，
深
澤
彌
一
郎

［
第
六
十
五
銀
行
］

85
曾
根
正
命
，
上
村
喜
平
，
藤
田
助
七
，（
島
徳
蔵
）

大
阪
窯
業

70
0
（
磯
野
良
吉
），
白
崎
廣
文
，
河
中
源
造
，
谷
口
徳
政

尾
州
銀
行

75
（
岩
田
惣
三
郎
），
（
岩
田
常
右
衛
門
），
小
島
太
左
衛
門
，
白
木
海
蔵

［
川
西
（
合
資
）］

[7
00

]
川
西
清
司

豊
国
火
災
保
険

75
（
島
徳
蔵
），
大
谷
順
作
，
尼
崎
伊
三
郎
，（
阿
部
彦
太
郎
）

［
日
本
樟
脳
］

67
5
渡
邊
武
良
，
落
合
半
太
郎
，
金
子
直
吉
，
竹
田
龍
太
郎

［
神
戸
桟
橋
］

75
松
方
幸
次
郎
，
吉
田
喜
一
郎
，
神
代
郁
之
進
，
南
郷
三
郎

大
丸
呉
服
店

66
0
［
下
村
正
太
郎
］，
美
川
多
三
郎
，
下
村
和
之
助
，
大
石
喜
一

②
そ
れ
以
外
の
兵
庫
県
摂
津
国
域
と
大
阪
府
地
域

［
日
本
商
業
銀
行
］

62
5
安
田
善
五
郎
，
秋
山
忠
直
，
丸
山
継
男
，
武
井
守
正

京
阪
電
気
鉄
道

91
0
土
居
通
夫
，
太
田
光
熈
，
岡
崎
邦
輔
，
渡
邊
嘉
一

［
神
戸
瓦
斯
］

60
6
松
方
幸
次
郎
，
久
保
正
助
，
瀧
川
辨
三
，
小
曾
根
貞
松

阪
神
電
気
鉄
道

54
0
（
今
西
林
三
郎
），
小
曾
根
喜
一
郎
，
小
川
為
次
郎
，（
島
徳
蔵
）

阿
部
市
商
店

60
0
（
阿
部
市
太
郎
），
（
阿
部
房
次
郎
），
阿
部
藤
造
，
阿
部
孝
次
郎

箕
面
有
馬
電
気
軌
道

33
0
岩
下
清
周
，
小
林
一
三
，
松
方
幸
次
郎
，
速
水
太
郎

［
兵
庫
県
農
工
銀
行
］

60
0
大
谷
吟
右
衛
門
，
水
町
雄
次
，
伊
藤
長
次
郎
，
中
村
重
次
郎

堺
セ
ル
ロ
イ
ド

20
0
三
井
養
之
助
，
森
田
茂
吉
，
益
田
太
郎
，
藤
野
亀
之
助

藤
田
組
（
合
名
）

[6
00

]
（
藤
田
平
太
郎
），
（
藤
田
徳
次
郎
），
藤
田
彦
三
郎

岸
和
田
紡
績

15
4
寺
田
甚
与
茂
，
寺
田
元
吉
，
川
井
為
巳
，
寺
田
利
吉

新
田
帯
革
製
造
所（
合
資
）

[6
00

]
新
田
長
次
郎

尼
崎
紡
績

12
4
菊
池
恭
三
，
本
咲
利
一
郎
，
田
代
重
右
衛
門
，［
福
本
元
之
助
］

②
そ
れ
以
外
の
兵
庫
県
摂
津
国
域
と
大
阪
府
地
域

五
十
一
銀
行

94
川
井
為
巳
，
寺
田
甚
与
茂
，
寺
田
元
吉
，
岸
村
徳
平

大
日
本
紡
績

5,
00

0
菊
池
恭
三
，［
福
本
元
之
助
］，
本
咲
利
一
郎
，
田
代
重
右
衛
門

堺
紡
績

90
柴
谷
武
次
郎
，
尼
崎
熊
吉
，
大
橋
喜
平
次
，
野
村
半
三
郎

京
阪
電
気
鉄
道

3,
25

2
岡
崎
邦
輔
，
太
田
光
熈
，
渡
邊
嘉
一
，（
濱
崎
健
吉
）

高
野
登
山
鉄
道

83
根
津
嘉
一
郎
，
松
山
與
兵
衛
，
宇
喜
多
秀
穂
，
飯
田
精
一

阪
神
電
気
鉄
道

2,
13

8
三
崎
省
三
，（
今
西
林
三
郎
），
小
曾
根
喜
一
郎
，（
島
徳
蔵
）

（
出
所
）
大
正

2・
12
年
版
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
商
業
興
信
所
よ
り
作
成
。

（
注
）
払
込
欄
は
払
込
資
本
金
額
を
示
し
，
そ
れ
ぞ
れ

19
13
・

23
年
時
点
に
つ
い
て
払
込
資
本
金
額

75
万

円
・

60
0万
円
以
上
の
会
社
を
示
し
た
。
そ
れ
以
外
の
注
記
は
表

12
と
同
じ
。

阪
神
急
行
電
鉄

1,
80

0
平
賀
敏
，
小
林
一
三
，
速
水
太
郎
，
岸
本
兼
太
郎

大
阪
電
気
軌
道

1,
14

6
大
槻
龍
治
，
金
森
又
一
郎
，
永
田
仁
助
，
森
平
蔵

大
日
本
セ
ル
ロ
イ
ド

1,
00

0
森
田
茂
吉
，
島
村
忠
輔
，
西
京
茂
二
，
浅
野
修
一

東
洋
毛
糸
紡
績

1,
00

0
廣
澤
耕
作
，
河
崎
助
太
郎
，（
田
附
政
次
郎
），
（
今
西
林
三
郎
）

岸
和
田
紡
績

61
4
寺
田
甚
与
茂
，
寺
田
元
吉
，
岸
村
徳
平
，
寺
田
甚
吉
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本格的に多角化し，伊藤忠商事系列の呉羽紡績会社には最新鋭の紡績機械が導入された。

こうした大阪地域の銀行・会社設立と経営者の歴史的位相を見ると，経営からの撤退と資産家と

しての没落は一緒ではないことが読み取れる。会社経営から撤退したとは言え，株式所有を継続し

たことが多く，親族関係は連続していたために，親族関係を通した家の再興を図ることもあり得た。

そして，次世代になれば，旧世代とは質の異なる人脈を婚姻や出身大学などで築くことができ，新

しい付加価値を身に着けて，親に代わって登板することで，専門経営者と伍していくことも可能で

あった。そのため，表 2・3で見たように，大阪やその周辺地域の資産家の資産規模は比較的安定し

て継承されることとなった。

本稿では，親族関係を，同族団，家連合，1回限りで複合的な関係性を持たない親族の 3つのレ

ベルで考察した。同族団は，本家・分家の関係を軸に，共同経営を行う側面もあり，本稿では共同

経営により経営を多角化させた同族団として，逸身家同族団，阿部家同族団，伊藤家同族団の 3つ

を析出し得た。もっとも，同族団の構成家は，阿部家はかなり多かったものの，逸身家や伊藤忠兵

衛家では 3～4家に過ぎず，経営危機に同族団のみで対処するのは困難で，その周辺に位置する近

い親族（総本家，当主の妻の生家や婿養子の生家など）の助けを必要とした。一方，姻戚関係でも，婚

姻が重なり，人間関係が密になると，本家・分家関係ではない対等な家関係でも，同族団的な色合

いを深めることになり，共同経営も行われるようになる。こうした濃密な姻戚関係を本稿では家連

合と位置付け，セーフティネットの機能を果たすようになると考えた。そこでのセーフティネット

は，家の存続とともに経営の多角化にも貢献したと言える。

実際，永田家が支援した逸身家や川上家は，永田家との婚姻が複雑に絡み合い，安田家も含めて

家連合の関係にあったと言える。例えば，永田家 13代当主の長男（後の 14代当主）と川上家 3代

当主の娘との祝言が，奈良県吉野郡下市の永田家で行われた際に，
（55）

安田家から大阪の坂上家に養子

に入った 11代坂上忠兵衛は，妻は川上家 3代当主の姉であり，また自分の生家の安田家から永田

家 13代当主は妻を迎えているため，新郎は義理の甥であり，新婦は義理の姪であるという複雑な

立場であった。そこで，11代坂上忠兵衛は，祝言には新婦の川上家側で出席し，祝言後の宿泊は，

自分の生家である奈良県吉野郡下市の安田家に泊まった。この祝言には，大阪から下市に転居して

永田家の隣近所に居住していた逸身佐一郎家も川上家とその親族の宿泊先として自宅を提供してお

り，永田家と安田家と逸身家が協力して，川上家から永田家に嫁を迎える祝言を執り行った。

さらに興味深いのは，これらの家連合を形成した有力資産家がいずれも銀行経営に関わっている

点である。上記の例で言えば，逸身家と川上家はともに大阪の近世来の両替商で近代期に家業銀行

を設立した。そして永田家は吉野銀行の頭取を長年務め，安田家当主行蔵は，永田家を頼って鷲家口

から下市へ転居するとともに，吉野銀行の行員となり，
（56）

13代永田家当主の没後は，永田家に代わっ

（55）以下の記述は，前掲中西聡「永田家の消費生活と姻戚関係」363–364頁を参照。
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て吉野銀行の経営を担った。また，永田家と二重の婚姻を結んだ廣海家も当主が貝塚銀行頭取を長

年務め，廣海家と世代を跨いだ婚姻を結んだ田守家当主は富田林銀行の頭取，田守家・廣海家とそ

れぞれ姻戚関係となった本咲家は近世来の尼崎藩の両替商で，近代期は尼崎銀行の頭取になった家

であった。
（57）

そして，逸身家から嫁に行った先の平池家当主も河内銀行の頭取であったので，1890年

代に限って言えば，逸身銀行頭取の逸身佐一郎と，吉野銀行頭取の永田藤兵衛と，貝塚銀行頭取の

廣海惣太郎と，河内銀行頭取の平池昇一と，富田林銀行頭取の田守三郎兵衛と，尼崎銀行頭取の本

咲利一郎が義兄弟であったことになる。そして，逸身銀行の営業報告書からは，逸身銀行がこれら

の銀行とコレスポンデンス網を形成していたことも判明する。
（58）

このような視点から，大阪市域とそ

の周辺地域の取引決済網を見ていく必要があろう。

これらの関係を尼崎紡績会社に当てはめると，もともと尼崎紡績会社は本咲利一郎ら尼崎の商人

が発起し，彼らが大阪の旧両替商に参加を呼び掛けて，廣岡家・木原家・逸身家・川上家らが応じ

たことで設立に至ったので，
（59）

その時点で，逸身家の福本元之助は，本咲利一郎と 3代川上家当主と

面識を得ていた。本咲利一郎は長年尼崎紡績（大日本紡績）の取締役を務めており，福本元之助と

の関係で廣海家や永田家が尼崎紡績との関係が形成されたと考えると，廣海家 5代当主の妻として

本咲利一郎の娘を迎える婚姻や，永田家 14代当主の妻として川上家 3代当主の娘を迎える婚姻は，

福本元之助や尼崎紡績を介しての縁とも見られる。つまり，尼崎紡績会社を媒介とした家連合とし

て，本咲家・逸身家（福本元之助）・廣海家・永田家・川上家も想定することが可能である。

永田家が，逸身家や川上家の経営破綻に際して，両家を手厚く支援した背景には，こうした複合

的な姻戚関係や人間関係があったことを想定すると，近代期の資産家の経済活動のなかで，親族関

係の持つ重要性はこれまで以上に再評価の余地があると言えよう。
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